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五
輪
九
字
秘
釈
拾
要
記
第
三

『
寂
記
』
に
云
う
、「『
悉
地
軌
』

三右

に
云
う
、「]

覧
字
は
、
宝
部
、
心
を
主
る
。]

覧
字
は
、
是
れ
大

日
の
心
地
の
種
。
火
大
の
種
子
な
り
。
三
世
諸
仏
の
室
宅
な
り
。
一
切
衆
生
の
無
始
の
無
明
、
塵
垢
の
妄

執
を
焚
焼
し
、
菩
提
心
の
牙
種
を
出
生
す
。
阿
字
の
義
を
転
釈
す
。
即
ち
是
れ
応
化
身
の
如
来
な
り
。
実

に
は
是
れ
智
法
身
、
身
は
火
生
万
タ
ラ
な
り
。
心
は
神
を
主
り
、
其
の
形
は
鳥
の
如
く
、
南
方
の
火
と
な

す
。
火
は
夏
を
主
る
。
其
の
色
は
赤
な
り
。
赤
色
は
火
従
り
生
ず
。
火
は
木
従
り
生
ず
。
五
陰
の
中
の
受

陰
の
心
は
火
を
持
す
。
受
心
は
想
心
従
り
生
す
。
又
心
は
赤
気
及
び
肝
従
り
生
ず
。
心
出
ば
舌
と
し
て
血

を
主
る
。
血
窮
く
乳
と
な
る
。
又
耳
を
主
る
鼻
喉
・
鼻
梁
・
額
頤
等
を
転
し
、
苦に

が
き味

い
多
く
心
に
入
れ

ば
、
心
を
増ま

　

し
肺
を
損
う
。
若
し
心
の
中
に
神
無
け
れ
ば
多
く
前
後
を
忘
失
す
。
腎
心
を
害
す
。
病
と
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成
る
も
若
し
水
の
火
を
尅
す
る
が
如
く
、
腎
は
強
く
し
て
心
弱
し
。
当
に
心
を
腎
に
止
め
赤
気
を
以
て
黒

気
を
摂
取
す
べ
し
。
心
病
は
則
ち
差い

え

、
赤
気
と
は
字
な
り
」

已
上

軌
文

。
寂
師
所
覧
の
軌
は
、
現
流
軌
と
少
々
異

有
り
。
又
秘
釈
文
と
出
没
は
、
対
校
し
て
之
を
知
れ
。
寂
師
解
し
て
云
う
、「]

字
は
是
れ
火
大
の
種
子
の

故
に
心
を
変
じ
て
云
う
。
覧
字
室
宅
に
至
る
『
秘
釈
』

十
四

左　

に
云
う
、「]

字
は
是
れ
大
日
如
来
の
智
火
、
宝

生
の
大
悲
福
徳
身
、
万
タ
ラ
火
大
の
種
子
な
り
」
文
。
五
字
異
な
り
と
雖
も
、
皆
な
大
日
の
種
子
な
り
。
例

え
ば
秘
密
八
印
を
皆
な
大
日
の
印
と
云
う
が
如
く
、
故
に
大
日
如
来
の
心
地
の
種
子
と
云
う
。
一
切
諸
仏

は
心
の
本
不
生
を
覚
り
、
其
の
中
に
安
住
す
、
故
に
三
世
諸
仏
の
室
宅
と
云
う
文
上已
。
隆
の
云
う
、
寂
師
弁

疎
な
り
。
今
、『
秘
釈
』
に
文
を
改
め
て
上
の
弥
陀
に
准
じ
、
大
日
・
宝
生
同
体
の
深
義
を
含
む
か
。
何
ん

と
な
れ
ば
、『
印
明
決
』
空
の
下
右七
。
今
の
三
種
悉
地
軌
に
、@

Z
]
S
b

の
真
言
は
、
大
日
及
び
請
尊
の

請
言
な
り
。
軌
文
の
阿
字
金
剛
部
よ
り
、a

字
虚
空
部
迄
の
全
文
引
き
畢
っ
て
、
私
に
云
う
、
文
に
惣
別

両
意
有
り
。
惣
と
は
五
字
、
惣
じ
て
大
日
真
言
と
す
。
即
ち
大
日
如
来
智
海
、
大
日
如
来
心
地
、
大
日
如

来
寿
量
、
大
日
如
来
無
見
頂
相
等
と
説
く
是
れ
な
り
、
此
の
大
日
と
は
、
五
種
法
身
之
中
の
法
界
身
、
六

大
不
二
の
一
大
法
身
な
り
。
別
と
は
且
く
三
意
有
り
。
一
は
阿
鑁
の
二
字
。
理
智
法
身
真
言
と
す
。
此
の

理
智
法
身
と
は
、
儀
軌
に
説
く
所
の
胎
金
両
部
の
法
身
な
り
。
二
は
阿
鑁
藍
の
三
字
、
次
で
の
如
く
法
報

応
化
の
三
身
と
す
。
三
は@

Z

等
の
五
字
、
五
部
の
真
言
と
す
、
文
相
知
り
易
し

已上

。
此
の
説
委
悉
な
り
、

其
の
中
阿
閦
・
宝
生
等
は
、
五
部
の
部
主
な
り
。
同
体
深
意
と
は
、
宝
生
仏
は
種
子
、û

字
は
三
形
宝
珠
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な
り
、û

字
は
、�

は
如
と
不
可
得
、X

は
塵
垢
不
可
得
、B

は
寂
静
不
可
得
、
大
涅
槃
な
り
。
是
の

四
字
合
成
な
り
。
是
れ
如
と
は
法
身
義
、
菩
提
心
を
発
し
、
如
と
寂
静
の
修
行
に
依
て
涅
槃
即
菩
提
果
を

得
る
。
大
涅
槃
三
徳
秘
蔵
海
に
入
る
な
り
。
三
徳
と
は
、
法
身
・
般
若
・
解
脱
、
法
報
応
三
身
な
り
。
夫

れ
秘
密
蔵
の
極
理
な
り
。
無
尽
荘
厳
恒
沙
の
万
徳
な
り
。
是
れ
平
等
性
智
は
即
ち
是
れ
修
行
句
な
り
。
又

是
れ
恒
沙
已
有
な
り
。
是
れ
則
ち
本
有
南
方
修
行
、
本
有
恒
沙
の
万
徳
な
り
。
又
是
れ
如
々
法
身
本
有
恒

沙
の
万
徳
、
菩
提
即
涅
槃　

即
生
死
な
り
。X

字
塵
染
に
還
住
す
。
是
れ
則
ちû

字
な
り
。u

…

種
子
、

û

字
な
り
。�

は
字
体
と
な
す
、
是
れ
自
証
三
菩
提
の
至
極
な
り
。@

字
修
行
の
義
、
如
実
道
に
乗
じ
て

来
り
、
正
覚
を
成
ず
。
是
れ
万
悲
万
行
を
以
て
有
情
を
度
す
。
如
来
一
代
の
化
儀
は
、
此
の
行
点
に
摂
す

な
り
。@

字
涅
槃
の
義
、
如
来
化
縁
の
就
い
て
。
今
、
寂
滅
涅
槃
の
理
に
帰
る
義
な
り
。
是
れ
如
来
非
生

非
滅
にX

字
塵
垢
に
還
住
す
。
如
来
大
悲
深
重
の
故
に
五
濁
衆
生
の
た
め
に
、
猶
し
舎
利
を
留
む
。
是
れ

方
便
究
竟
の
至
極
、
大
悲
利
他
の
源
底
な
り
。
今
、�

字
如
々
の
理
従
り
出
で
てX

字
塵
染
に
留
り
。û

字
は
未
代
の
衆
生
の
福
田
と
成
り
。
是
を
如
意
宝
珠
と
号
す
。
今
、
此
の
宝
生
尊
は
、
南
方
福
徳
門
の
尊

な
り
。u

…

は
即
ち
法
身
の
舎
利
同
体
の
義
と
知
る
べ
し
。
今
、X

字
を
種
子
と
す
る
こ
と
は
、‰

字

中
のX

字
な
り
。
又
『
礼
懺
』
の
懺
悔
と
は
、
南
方
宝
生
尊
の
三
昧
。
種
子
は’

字
な
り
。Û

は
三
世

な
り
。
三
毒
な
り
。
三
界
な
り
。
三
毒
の
当
相
即
ち
是
れ
如�

々
無X

垢
、
三
弁
宝
珠
な
り
。
之
を
実
相
の
理

と
相
応
す
と
謂
う
。
謂
ゆ
る
八
万
四
千
の
煩
悩
実
相
を
見
、
八
万
四
千
の
宝
聚
門
と
成
る
。
即
ち
是
れ
実
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相
懺
悔
実
義
な
り
。
凡
そ
三
毒
と
は
、
猛
火
是
れ
一
切
罪
の
根
本
な
り
。
又
三
毒
の
実
相
は
、
即
ち
是
れ

金
剛
の
恵
火
な
り
。
火
を
以
て
火
を
焼
く
。
能
焼
・
所
焼
同
じ
く
、
是
れ
般
若
の
大
火
聚
な
る
が
故
に
。

更
に
能
所
を
絶
す
。
唯
一
実
相
な
り
。
此
等
の
意
を
以
て
焚
焼
等
の
御
釈
有
る
か
。
又
今
、
宝
生
と
は
四

身
中
の
自
受
用
な
り
。『
遺
教
録
』
第
一

三
十
七

丁　
　

に
配
尺
見
る
べ
し
。
又
配
釈
中
に
多
宝
文
。
宝
生
・
多
宝
同
体

の
義
。『
白
宝
口
抄
』
宝
生
法
下
に
之
有
り
。
煩
を
恐
れ
て
記
せ
ず
。
又
阿
閦
某
師
と
は
、『
秘
抄
問
答
』

の
同
体
の
義

云
云
披
く
べ
し
。
余
残
は
後
に
記
す
べ
し
。
又
『
寂
記
』
に
云
う
。
梵
焼
一
切
等
と
は
、『
秘
釈
』

に
、「
一
切
衆
生
の
無
始
の
間
隔
、
無
明
妄
執
の
塵
垢
を
梵
焼
し
菩
提
心
の
芽
種
を
出
生
す
」
文
。
是
は]

字
の
功
徳
を
明
す
な
り
。無
始
間
隔
と
は
、謂
く
仏
地
所
断
の
微
細
無
明
な
り
。『
菩
提
心
論
』十

四
右　

に
云
う
。「
今
、

真
言
行
人
は
既
に
人
法
の
上
執
を
破
し
て
能
く
正
し
く
真
実
を
見
る
の
智
な
り
と
雖
も
、
或
は
無
始
の
間

隔
の
た
め
に
未
だ
能
く
如
来
の
一
切
智
々
を
証
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
故
に
、
妙
道
を
欲
求
し
、
次
第
を
修

持
し
て
凡
徒
り
仏
位
に
入
る
者
な
り
」
文
。
菩
提
の
心
芽
を
出
生
す
と
は
、
謂
く
初
発
浄
菩
提
心
な
り
。
初

地
菩
提
分
に
無
明
を
断
じ
、
心
仏
顕
現
す
、
之
を
生
芽
と
謂
う
。
第
三
の
劫
の
『
疏
』
に
云
う
、「
第
三
重
微

細
の
百
六
十
心
の
煩
悩
業
種
の
種
を
除
い
て
、
復
た
仏
樹
の
芽
生
有
る
が
故
に
、
等
虚
空
の
無
辺
の
一
切
仏
法
、

此
に
依
て
相
続
生
と
曰
う
」已上
。
隆
の
云
う
、
宝
生
仏
は
実
相
懺
悔
の
三
昧
地
な
る
故
に
文
を
改
め
て
無
始
等

と
云
う
。
実
智
と
は
、
実
相
の
智
火
な
り
。
之
を
以
て
知
る
べ
し
。
寂
師
は
少
し
く
『
秘
釈
』
を
疑
う
意
か
、

是
れ
不
可
な
り
。『
秘
釈
』
は
、
次
第
証
の
義
に
非
ず
。
故
に
又
寂
の
云
う
、
即
ち
是
れ
応
化
身
と
は
、
前
の
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西
方
を
他
受
用
と
す
る
に
対
し
て
、
南
方
を
応
化
身
と
す
る
。
其
の
実
は
毘
盧
遮
那
の
内
智
は
、
応
に
随
っ

て
流
出
す
。
故
に
実
に
は
是
れ
智
法
身
と
云
う
。『
秘
釈
』
に
云
う
。「
即
ち
是
れ
如
来
の
福
徳
之
身
、
実

智
の
火
、貧
窮
の
業
因
を
焼
い
て
、福
徳
を
し
て
自
在
な
ら
し
む
」

已上
文
。
寂
師
の
所
存
扱
い
難
し
。『
秘
釈
』

は
軌
を
改
め
、『
礼
懺
』
は
福
徳
荘
厳
身
と
す
。
是
れ
自
受
用
身
な
り
。
故
に
実
智
火
と
云
う
。
軌
の
文
は
、

法
報
応
三
身
に
約
し
て
之
を
釈
す
故
に
応
化
身
と
云
う
。
然
れ
ど
も
実
に
は
智
法
身
と
云
う
。
是
れ
自
受

用
な
り
、
釈
文
の
岐
を
分
た
ず
、
注
す
る
は
未
だ
足
ら
ず
。『
寂
記
』
に
云
う
、
心
軌
主
神
と
は
、
神
と
は

禅
門
に
依
ら
ば
、神
は
即
ち
舌
識
な
り
と
。『
大
義
』

三
十
六

丁

に
云
う
、「
河
上
公
は
『
老
子
』
を
注
し
て
云
う
、

心
は
神
を
蔵
す
、『
道
経
義
』
に
云
う
、
神
は
心
に
処
し
、
神
を
火
気
と
す
。『
三
才
図
会
』
に
云
う
、
図

を
出
す
下
に
注
し
て
云
う
、「
神
を
丹
元
と
名
く
、字
は
守
霊
心
之
状
、朱
雀
の
如
し
」

云
云
。
其
形
如
と
は
、

如
の
下
、
恐
ら
く
脱
字
有
り
。『
秘
釈
』
に
、
此
の
文
無
し
。
上
の
肝
肺
に
准
す
る
に
、
是
れ
心
の
蔵
形

を
指
す
、（
隆
の
云
う
、
寂
師
文
異
本
な
り
、
現
流
軌
に
如
鳥
文
）。
又
寂
師
の
心
形
図
を
出
す
、
下
に
注
し
て

云
う
、
心
重
ね
て
一
十
二
両
、
干
脊
の
第
五
椎
に
附
着
す
。
又
云
う
、
心
色
洛
は
心
の
下
に
在
り
、
横
は

膜
之
上
、
竪
は
膜
之
下
、
横
膜
と
相
粘
し
而
も
黄
脂
□
は
、
心
な
り
、
其
の
脂
膜
之
外
に
細
糸
有
り
、
絲

の
如
し
。
心
と
肺
相
と
は
心
色
な
り

已上

。『
明
堂
図
』
に
云
う
、「
心
形
は
未
敷
蓮
花
の
如
し
。
重
十
二
両

中
に
九
孔
三
毛
有
り
、
精
汁
三
合
を
盛
り
、r

の
第
五
柱
に
附
く
。
又
云
く
、『
内
経
』
に
曰
う
、「
心
と

は
君
主
之
宮
、
神
明k

を
出
す
。
心
と
は
生
之
本
神
之
変
な
り
。
其
の
華
西
に
在
り
、
是
の
克
血
脈
に

468/4
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在
り
、
陽
中
之
大
陽
と
な
り
、
夏
気
に
通
ず
」
文
。
又
『
大
義
』

三
十
六

丁　
　

に
云
う
。「
甲
乙
経
に
、
舌
は
心
の

宮
な
り
」
文
。『
兵
書
』
に
、
心
は
主
守
官
た
り
。
神
明
出
る
と
は
、
火
は
南
方
の
陽
光
暉
、
人
君
之
象
、

神
は
身
之
君
と
し
、
君
の
南
向
し
て
以
て
治
す
る
が
如
し
。『
易
』
に
、「
離
を
以
て
火
と
し
、
大
陽
之
位

に
居
し
、
人
君
之
象
・
人
之
運
動
、
情
性
作
る
は
心
に
由
ら
ざ
る
こ
と
莫
し
。
故
に
主
守
之
宮
と
し
、
神

明
之
出
る
所
な
り
。『
大
義
』第
四

二
十
六

右　
　

に
云
う
、「『
漢
書
』礼
楽
志
に
云
う
。
人
は
天
地
陰
陽
之
気
を
含
む
。

喜
怒
哀
楽
之
情
有
り
。『
論
衡
』
に
曰
う
、
人
の
五
蔵
は
心
を
以
て
主
と
す
、
心
は
智
恵
を
発
し
而
し
て

四
蔵
之
に
従
う
。
肝
は
之
が
為
に
喜
び
、
肺
は
之
に
属
す
。
怒
は
腎
は
之
が
為
に
、
哀
に
脾
は
之
か
為
、

楽
し
む
故
に
聖
人
、
之
をs

な
ば
、
性
を
傷
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
広
く
之
を
明
す
。
寂
師
は
云
う
、「
朱

雀
は
恐
く
は
金
翅
鳥
な
ら
ん
。
梵
にg

À
X

と
云
う
。
不
動
尊
の
火
生
三
昧
をg

À
X

炎
と
云
う
。
応

に
知
る
べ
し
、金
翅
鳥
は
、即
ち
火
之
精
な
り
。『
疏
』
第
三

廿
八

右　

に
勇
健
の
菩
提
心
を
釈
す
る
中
に
云
う
。「
行

者
、
心
の
明
通
を
照
見
す
る
時
に
、
即
ち
無
尽
の
大
願
に
於
て
堅
固
力
を
得
、
乃
至
毘
ル
サ
ナ
の
金
翅
鳥

王
府
し
て
法
界
の
大
海
を
観
る
こ
と
明
鏡
を
視
る
が
如
く
し
て
、
止
観
の
翅
を
奮
っ
て
人
天
の
龍
をj と

　

る
。

乃
至
勇
健
の
菩
提
心
な
り
」
文
。
東
方
の
木
蔵
菩
提
心
を
名
け
て
龍
と
云
う
。
大
勇
健
の
金
翅
は
、
本
有
菩

提
心
の
龍
を
食
い
、
転
じ
て
明
通
と
な
す
こ
と
猶
し
不
動
の]

字
門
、
菩
提
之
真
金
之
鉱
を
焚
し
て
、
浄

菩
提
心
を
し
て
顕
現
せ
し
む
る
が
如
し
、
即
ち
是
れg

À
X

火
神
の
三
昧
な
り
。
隆
の
云
う
、
脆
度
信
じ

難
し
。
何い

か

ん
と
は
、『
大
義
』
第
四

二
十
九

右
已
下

に
、
民
治
政
を
論
す
る
。
中三

十
右に

云
う
、「
火
は
事
を
用
う
れ
ば
、
則

469/1469/2

『
大
正
』
三
九	

・

六
一
四
ａ
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ち
封
彊
を
正
し
、
田
疇
を
修
し
、
立
夏
に
至
て
賢
良
を
挙
て
、
有
徳
を
封
し
、
有
功
を
賞
し
、
使
を
四
方

に
出
す
。
此
れ
火
之
化
に
順
ず
。
万
物
を
長
養
す
る
な
り
。
火
を
鏦
す
る
こ
と
無
け
れ
ば
、
則
ち
火
随
い
、

人
用
う
る
の
み
。
露
降
り
、
鳳
凰
来
り
、
黄
鵠
見
る
。
鳳
凰
は
即
ち
朱
雀
之
類
、
喜
の
故
に
出
て
見
る
の
み
。

露
黄
鵠
は
並
子
、
其
の
母
を
慶
ぶ
な
り
」
文
。
寂
の
云
う
、
南
方
を
火
と
為
す
と
は
、『
大
義
』
第
一

七右

に
云
う
、

「
南
方
の
火
は
赤
色
と
な
す
、
以
て
盛
陽
炎
□
之
状
象
る
な
り
」。
又
云
う

第
一	

七
丁

、『
白
虎
通
』
に
云
う
、「
火

之
言
と
な
る
化
な
り
。
陽
気
事
を
用
い
万
物
変
化
す
」。
許
慎
が
云
う
。「
火
と
は
炎
上
な
り
。
其
の
字
炎

上
る
象
形
な
る
者
な
り
。
其
の
時
夏
」、『
尚
書
大
伝
』
に
云
う
。「
何
を
以
て
之
を
夏
と
謂
う
、夏
は
仮
な
り
。

仮
と
は
方
に
万
物
を
呼
ぶ
而
し
て
之
を
養
う
」。『
釈
名
』
に
曰
う
、「
夏
は
仮
な
り
と
は
、
仮
に
し
て
万
物

を
寛ひ

ろ

、
生
長
せ
し
む
る
な
り
。
其
の
位
南
方
な
り
」。『
尚
書
大
伝
』
に
、「
南
は
任
な
り
、
物
の
方
に
任
ず
る

な
り
。
内
教
の
南
方
火
大
の
義
は
具
な
り
。
上
の
南
の
下
に
弁
す
る
が
如
し
」。
火
は
木
従
り
生
ず
と
は
、
相

生
を
明
す
、
知
る
べ
し
。
隆
の
云
う
、『
大
義
』
二
左二
に
云
う
、『
白
虎
通
』
に
云
う
、「
木
火
を
生
す
と
は
、
木

の
性
温
暖
、
火
其
の
中
に
伏
す
、
鑽
灼
し
て
而
と
出
ず
る
故
に
木
火
を
生
ず
」
文
。『
秘
釈
』
に
、「
赤
色
従
り

火
を
生
ず
」
と
は
、『
大
義
』
第
三
左初
に
云
う
、「
火
之
精
は
赤
な
り
」
文
。
寂
の
云
う
、受
陰
の
心
心
を
持
す
と
は
、

受
は
苦
楽
捨
を
鎮
納
す
る
を
義
と
す
。X

字
火
大
、
塵
無
塵
到
彼
岸
の
義
を
具
す
。
即
ち
苦
楽
捨
と
同
じ
。

応
に
知
る
べ
し
、
火
と
受
蘊
と
其
の
義
相
同
な
り
。
受
心
は
想
心
従
り
生
ず
と
は
、
想
心
を
肺
風
と
な
し
、

火
は
風
に
依
て
而
も
起
る
。
故
に
従
想
心
生
と
云
う
な
り
。
又
心
は
赤
気
等
従
り
と
は
、
赤
気
は
、
謂
く

469/3

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
一
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夏
気
心
、火
は
肝
木
従
り
生
ず
。
故
に
肝
よ
り
生
ず
と
云
う
。
心
出
で
て
舌
と
な
り
と
は
、此
に
三
義
有
り
。

『
大
義
』三

十
八

丁

に
云
う
、「『
甲
乙
』
は
舌
を
以
て
心
に
応
ず
。
道
家
に
舌
を
以
て
脾
に
応
ず
。
管
子
は
、
心

を
以
て
下
竅
に
応
ず
。『
甲
乙
』
は
舌
を
以
て
心
に
応
ず
と
は
、
凡
そ
身
を
資
し
て
命
を
養
う
こ
と
五
味
に

過
た
る
こ
と
莫
し
。
弁
了
識
知
す
る
は
心
に
過
た
る
は
莫
し
。
五
味
之
入
、
猶
し
舌
の
こ
と
と
之
を
知
る
。

万
事
の
是
非
は
、
猶
し
心
の
ご
と
し
と
之
を
鑑
る
。
心
に
限
る
こ
と
有
る
と
欲
す
る
と
き
は
、
舌
陳
べ
て

舌
必
ず
之
を
言
う
、故
に
心
は
舌
に
応
ず
。『
道
家
』
に
「
舌
を
以
て
脾
に
応
ず
と
は
、脾
は
陰
な
り
」。『
老

子
経
』
に
、「
地
に
人
を
飴
う
に
五
味
を
以
て
口
従
り
入
り
て
、
胃
に
蔵
る
。
舌
之
納
る
所
は
、
則
ち
誠
実

有
り
、地
体
既
に
是
れ
質
実
な
り
。
品
味
は
皆
な
地
の
産
す
る
所
の
故
に
、舌
と
地
と
通
ず
る
な
り
。『
管
子
』

に
、「
心
は
下
竅
に
応
ず
と
は
、
心
は
能
く
善
悪
を
分
別
す
る
こ
と
を
以
て
、
下
竅
に
通
ず
、
滓
穢
を
除
く
。

○
『
甲
乙
』『
素
問
』、
是
れ
診
侯
之
書
の
故
に
、
行
実
従
り
而
を
弁
ず
。『
道
経
』『
管
子
』
は
各
一
家
之

l

を
以
て
す
文
。
血
を
主
る
と
は
、
禅
門
に
云
う
、
心
は
血
脈
を
生
じ
、
心
の
色
赤
に
し
て
血
に
属
す
と
は
、

以
て
神
気
に
通
ず
。
其
の
道
自
然
な
り
。『
素
問
』
に
云
う
、「
心
と
は
生
の
本
、
神
之
変
な
り
。
其
の
花

面
に
在
り
、
其
の
気
血
脈
に
在
り
、
陽
中
之
太
陽
と
な
す
。
夏
気
に
通
ず
（
心
は
君
主
の
宮
、
神
明k

を
出
す
。

然
し
て
君
主
万
物
之
に
繋
り
以
て
興
亡
す
。
故
に
心
と
は
生
の
本
、
神
之
変
と
曰
う
な
り
。
火
気
は
炎
生
す
。
故
に
花

面
に
在
り
、
心
は
血
を
養
い
、
其
の
脈
を
主
る
故
に
、
気
血
脈
に
在
る
な
り
。
心
は
夏
気
を
主
り
、
大
陽
に
合
す
。
太

陽
を
以
て
夏
火
之
中
に
居
す
故
に
、
陽
中
の
大
陽
は
夏
気
に
通
す
と
曰
う
な
り
）。
又
耳
を
主
る
と
は
、『
秘
釈
』

『
大
正
』
二
一	

・

一
ｂ	

469/4470/1
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に
云
う
。
又
耳
識
を
主
る
。
鼻
喉
等
を
転
じ
て
等
と
は
、
心
は
是
れ
一
身
の
主
な
る
故
に
云
う
か
上已
。
隆

の
云
う
、『
大
義
』
第
四

二
十
六

左　
　

に
云
う
。「
五
蔵
は
心
を
主
と
す
。
余
の
四
蔵
は
之
に
従
う
」

云
云
。
上
に
之

を
引
く
。
若
し
爾
ら
ば
寂
師
の
言
う
が
如
き
か
。
寂
の
云
う
。
苦
き
味
い
多
く
心
に
入
る
と
は
、『
大
義
』

三
ノ
七

左　
　

に
云
う
、「『
礼
記
』
に
云
う
、
夏
の
日
、
其
の
味
は
苦
く
、
其
の
臭
は
焦
し
。
火
以
て
苦
き
所
は
、

南
方
は
長
養
を
主
る
。
苦
は
以
て
之
を
長
養
す
る
所
を
、
五
味
苦
を
須
て
乃
以
之
を
養
う
」。『
元
命
苞
』

に
云
う
、「
苦
は
勤
苦
乃
能
養
な
り
。
方
言
に
苦
は
快
な
り
。
臭
焦
は
陽
気
蒸
動
火
を
燎
す
る
の
気
な
り
」。

許
慎
が
云
う
、「
焦
は
火
焼
て
物
焦
燃
之
気
有
り
、
夏
の
気
同
な
り
」。
心
を
増
し
肺
を
損
す
と
は
、「『
大

義
』
三

十
一

左

に
云
う
、
河
図
に
云
う
、
極
め
て
苦
き
こ
と
無
し
、
心
気
を
し
て
盛
に
肺
気
を
し
て
哀
め
し
め
、

人
を
し
て
果
敢
に
し
て
死
に
至
り
敵
逆
胸
満
せ
し
む
」

已上

。
隆
の
云
く
、『
黄
帝
養
生
経
』（『
大
義
』
第
三

十
一

丁

）

に
云
う
、「
肺
病
に
は
苦
を
禁
す
」。
又
云
う
、「
肺
病
は
糯
米
飯
牛
肉
棗
葵
を
食
す
こ
と
宜
し
」
文
。
寂
の

云
う
。
腎
害
心
等
と
は
、『
素
問
』
に
云
う
。「
其
の
主
は
腎
な
り
」（
主
は
謂
く
腎
と
相
畏
る
こ
と
を
主
る
な
り
。

火
は
房
水
を
畏
る
。
水
と
官
と
の
故
に
腎
を
畏
る
を
主
る
）。
水
の
火
を
尅
す
る
若
如
く
等
と
は
、
相
尅
を
明
す

已上

。
隆
の
云
う
、『
大
義
』
二

十
四

左

に
云
う
、「
水
は
火
を
尅
る
と
は
、
衆
寡
に
勝
る
な
り
」。
又
云
う
、「
陽
を

君
と
為
し
、
陰
を
臣
と
な
す
、
水
は
太
陰
之
気
を
以
て
太
陽
之
火
を
制
す
」
文
。
当

ニレ
止
と
は
、
下
に
治
法

を
明
す
、
知
る
べ
し
。『
秘
釈
』
に
、
心
は
花
赤
気
に
し
て
三
角
形
有
り
と
は
、
此
は
覚
禅
の
文
な
り
。
上
に

述
る
が
如
し
。
第
五
の
椎
以
下
は
、『
内
経
』
等
の
意
な
り
。『
大
義
』
三

十
一

丁　

に
云
う
、「
心
病
に
は
変
羊
肉

『
大
正
』
三
二	

・

五
七
三
ｃ

470/2
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『
大
正
』
三
九	

・

五
七
九
ｂ	

杏
薤
を
食
す
こ
と
宜
し
」
文
。
寂
、
私
案
に
云
う
。
心
を
梵
にk

�

と
云
う
。
心
は
是
れk

�

之
転
声
な

ら
ん
。
心
に
火
の
義
を
具
す
。k

�

は
火
な
り
。n

字
を
体
と
な
す
。n

の
字
の
形
は
、
三
角
に
し
て
即

ち
心
の
形
及
び
火
形
と
同
じ
。c

は
三
な
り
。k

字
を
助
け
、
火
大
三
角
の
義
と
成
る
。
謂
ゆ
る
法
爾
の

字
と
は
、
豈
に
此
の
た
め
に
非
ず
や
。
又
、
舌
を
和
訓
に
志
多
と
云
う
は
、
即
ちk

�

な
り
。
意こ

こ

ろ
舌
は

心
に
通
す
る
こ
と
を
顕
す
な
り

已上

。
寂
の
云
う
、『
悉
地
軌
』

三左

に
云
う
、「S

b

字
は
羯
摩
部
、
腎
を
主
る
。

吽
b

字
秘
尺

即
ち
賀
字
の
転
な
り
。
即
ち
是
れ
大
日
如
来
の
常
住
の
寿
量
、
風
大
の
種
子
な
り
。
三
解
脱
門
、
三

際
不
可
得
の
義
な
り
。法
身
大
力
の
万
タ
ラ
な
り
。風
は
則
ち
想
陰
の
心
の
持
す
る
所
な
り
。五
蔵
と
は
、肝
・

肺
・
心
・
脾
・
腎
な
り
。
胃
と
は
六
府
の
一
名
な
り
。
胃
は
、
此
れ
肚卜

穀
寔
脾
の
腑
な
り
。
五
蔵
六
府
之

海
水
穀
、皆
な
胃
に
入
る
。
五
蔵
六
府
は
、皆
な
胃
に
禀う

け

て
五
味
其
の
嘉
に
走
る
。
淡
味
胃
に
入
る
が
故
に
、

腎
は
胃
に
禀う

け

る
な
り
。
腎
は
臍
腰
の
下
に
在
り
、
左
を
腎
と
名
け
、
右
を
命
門
と
名
く
。
心
腹
に
敷
く

胃
な
り

腎
な
り

。
窃
に
水
精
を
写
す
な
り
。
腎
は
志
を
主
る
。
北
方
及
水
と
な
る
。
水
は
冬
を
主
る
、其
の
色
黒
な
り
。

五
陰
の
中
の
行
陰
の
心
、
水
を
持
す
。
行
水心

秘
尺
　は

受
心
従
り
生
ず
、
受
心
は
想
従
り
生
ず
。
腎
は
黒
気
及
び

肺
従
り
生
ず
、
耳
を
主
る
。
腎
出
で
て
骨
と
な
る
、
髄
を
主
る
。
髄
窮
め
て
耳
乳
と
な
る
。
骨
窮
め
て
歯

と
な
り
、
鹹
味
多
く
腎
に
入
れ
ば
、
腎
を
増
し
心
を
損
す
。
若
し
腎
の
中
に
志
無な

け
れ
ば
多
く
悲
哭
す
。

脾
腎
を
害
し
て
病
を
成
ず
。
土
水
を
尅
す
が
若ご

と如
く
、
脾
強
く
賢
く
、
腎
は
弱
な
れ
ば
、
当
に
心
を
脾
に
止
め

て
黒
気
を
以
て
黄
気
を
摂
取
す
べ
し
。
腎
病
則
ち
差イ

エ
、
黒
気
と
は
字
な
り
」
文	

已
上
、
軌
文
、
寂
師
の
本
と
現
流
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本
と
少
々
異
有
り
。
印
点
も
対
決
し
て
之
を
知
れ
。『
秘
釈
』
のP

字
上
転
声
と
は
、S

字
点
はE

字
空
点

と
な
り
意
味
有
り
。
下
に
至
っ
て
弁
す
べ
し
。
広
く
釈
す
る
こ
と
余
の
如
く
と
は
、『
字
記
』
等
の
梵
書
を
指

す
か
。
三
五
の
摩
多
に
通
ず
と
は
、
十
六
摩
多
の
内
、E

字
一
点
上
の
如
し
。
余
の
十
五
摩
多
を
三
五
と

云
う
か
。
則
ち
大
日
如
来
常
住
寿
量
と
は
、S

字
を
釈
す
。
謂
く
『
礼
懺
』
に
云
う
、「
常
住
三
世
浄
妙
法

身
」
文
。
謂
く
常
住
三
世
と
は
、『
教
王
経
』
上

初右
に
云
う
、「
大
悲
毘
盧
遮
那
常
恒
に
三
世
に
住
せ
し
、
一
切
身

口
心
の
金
剛
如
来
」
文
。『
摂
真
実
経
』
上

二右
に
云
う
、「
大
悲
毘
盧
サ
ナ
如
来
、
体
性
常
住
に
し
て
無
始
無
終

三
業
堅
固
な
る
こ
と
猶
し
金
剛
の
如
し
」
文
。『
秘
鍵
』
に
云
う
「
常
に
三
世
に
於
て
不
壊
の
化
身
を
以
て
有
情

を
利
楽
し
、
時
と
し
て
暫
く
と
息
む
こ
と
無
し
」
文
。
常
住
の
寿
量
、
准
ん
じ
て
知
る
べ
し
。

釈
迦
の
本
地
大
悲
風
大
の
種
子
と
は
、
按
ず
る
に
大
日
・
釈
同
体
の
深
意
な
り
。『
疏
』
第
五

二
十
四

右　
　

に
云
う
、「
先

ず
釈
迦
牟
尼
を
置
け
、
○
白
蓮
花
に
坐
し
て
、
○
此
の
白
蓮
花
は
即
ち
是
れ
中
胎
の
浄
法
界
蔵
な
り
。
世

尊
は
此
の
教
を
広
く
流
布
せ
し
め
ん
た
め
に
、
此
の
生
身
の
幖
幟
を
以
て
之
を
演
説
し
た
ま
う
。
然
し
て

本
の
法
界
身
と
無
二
無
別
」
文
。
上
図
に
は
、
不
空
成
就
と
釈
迦
を
配
し
出
す
。
今
は
唯
だ
釈
迦
の
み
な
り
。

『
心
要
』
に
、「
釈
迦
牟
尼
と
は
、謂
く
不
空
成
就
之
異
名
な
り
」
文
。
此
の
意
は
、『
理
趣
釈
』

二
十

右　

に
云
う
、「
釈

迦
牟
尼
如
来
、
○
現
に
釈
迦
族
姓
の
中
に
生
じ
、
乃
釈
迦
氏
を
性
と
す
。
牟
尼
と
は
、
寂
静
の
義
、
身
口

意
寂
静
の
故
に
牟
尼
と
称
す
」
文
。
八
相
成
道
は
、
即
ち
変
化
身
之
恒
軌
な
り
。

g

と
は
、

は
寂

な
り
、g

は
業
な
り
、
故
に
地
神
の
偈
に
寂
業
師
子
と
云
う
。
凡
そ
一
代
の
化
儀
は
、
皆
な
是
れ
涅
槃

『
大
正
』
三
九	

・

七
二
四
ｂ	

『
大
正
』
三
九	

・

六
四
五
ｂ	

『
大
正
』
一
八	

・

二
九
二
ａ	

『
大
正
』
三
九	

・

七
二
五
ａ	

471/1

『
大
正
』
一
八	

・

二
〇
七
ａ

『
大
正
』
一
八	

・

二
七
〇
ａ

『
大
正
』
三
九	

・

六
三
三
ｃ

『
大
正
』
一
九	

・

六
一
一
ｂ

『
定
弘
大
全
』

一
〇
一
以
下
の

略
文
。『
二
教
論
』

下
が
正
し
い
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大
寂

字
中
の
所
作
な
る
が
故g

字

以
て
名
く
る
な
り
。
亦
不
空
王
と
名
く
。
不
空
は
即
ち
師
子
の
義
。

『
疏
』
第
一
に
、
師
子
の
義
を
釈
し
て
自
在
度
人
無
空
過
の
義
と
云
う
。
又
不
空
と
は
、E

字
の
字
輪
の
義
、

釈
迦
は
字
輪
を
以
て
其
の
体
と
な
す
な
り
。
蔵
品
の
帝
釈
真
言
釈
に
云
う
、

g
X

是
れ
百

福
徳

g
X

の

義
、
百
福
徳
と
は
、
即
ち
百
字
輪
、
百
法
明
門
な
り
。
又
第
十
八

廾
八

左　

に
云
う
、「
釈
迦
牟
尼
と
は
、
即
ち
是

れ
不
空
見
の
身
な
り
。
普
く
世
間
に
入
り
て
而
も
仏
業
を
作
す
が
故
な
り
。
此
の
示
す
所
は
、
即
ち
是
れ

牟
尼
の
身
な
り
。
仏
、
仏
事
を
作
す
と
は
、
即
ち
此
の
釈
迦
は
、
毘
ル
サ
ナ
の
字
字

E

輪
字
　

従
り
而
も
出世

間

す
。

無
二
無
別
に
し
て
皆
な
一
切
処
に
遍
せ
り
、
此
の
一

E

字
は
空上

点

に
同
じ
、
本本

体

不

@

生
字

な
る
を
以
て
の
故
に
。
当

に
知
る
べ
し
、百
字
之
身
も
亦
是大

空
不
生
　

の
如
き
な
り
」
文
。
不
空
見
と
は
、即
ち
不
空
成
就
の
義
な
る
こ
と
（『
疏

拾
要
記
』
見
弁
）
応
に
知
る
べ
し
。

È

の
字
輪
は
、
即
ち
不
空
見
な
り
、
不
空
見
は
即
ち
不
空
成
就
な

る
が
故
に
、其
の
義
懸
会
す
る
な
り
。
案
に
、是
の
如
き
深
義
有
る
故
に
空
点
多
種
有
る
中
に
、今
の
点
は
、

第
十
一
点
と
云
う
。
意
、
此
に
在
る
か
。
又
寂
師
、
解
し
て
云
う
、
羯
摩
部
と
は
、S

字
は
是
れ
北
方
不

空
成
就
尊
の
種
子
の
故
に
、
羯
摩
部
と
云
う
。
吽
字
等
と
は
、
上
成
就
の
真
言
に
は
、S

に
作
る
。
中

成
就
の
真
言
に
は
、`

に
作
る
故
に
其
の
異
を
弁
ず
。
大
日
如
来
常
住
等
と
は
、『
秘
尺
』
に
云
う
、「
則

ち
大
日
如
来
の
常
住
の
寿
量
、
釈
迦
の
本
地
、
大
悲
風
大
の
種
子
」
文
。P

字
は
風
輪
、
黒
色
、
大
涅
槃

の
色
な
り
。
故
に
如
来
常
住
寿
量
等
と
云
う
。
第
六

十
五

左　

に
云
う
、「
黒
は
如
来
寿
量
常
住
之
身
な
り
。
是
の

如
き
妙
身
は
、
畢
竟
無
像
な
り
、
故
に
深
玄
色
に
作
る
」。
又
云
う

十
四

左

、「
黒
は
、
謂
く
大
涅
槃
の
義
な
り
。

『
大
正
』
三
九	

・

七
八
九
ｃ

『
大
正
』
三
九	

・

六
二
二
ｃ

471/2

『
大
正
』
三
九	
・

七
六
八
ｂ

『
大
正
』
三
九	

・

五
八
一
ａ

471/3
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五
方

471/4472/1

即
ち
是
れ
如
来
解
脱
之
恵
な
り
、
是
を
恵
色
と
な
す
」。
北
方
釈
迦
は
、
大
涅
槃
を
主
る
。
大
涅
槃
は
、
即

ち
仏
の
自
証
な
る
故
に
、
本
地
釈
迦
と
云
う
、
即
ち
本
地
の
常
見
な
り
。
故
に
『
秘
釈
』
に
、「
釈
迦
本
地

大
悲
等
と
云
う
」已上
。
隆
の
云
く
、
寂
師
、
無
し
と
雖
も
同
体
の
義
を
弁
ぜ
ず
、
愚
意
に
任
せ
て
備
足
を
な

さ
ず

矣
。
又
上
図
に
報
音
を
配
す
。
第
六

十
四

右

に
云
う
、「
黒
色
は
是
れ
鼓
音
如
来
の
色
な
り
」
文
。
具
に
『
疏
』

の
釈
を
見
る
べ
し
。
寂
の
云
う
、
三
解
脱
と
は
、
二
義
有
り
。
此
の
三
は
解
脱
に
入
る

涅槃

之
門
な
る
が
故
に
、

三
解
脱
門
と
名
く
。
解
脱
之
門
、
依
主
に
名
を
立
つ
。『
智
度
』
第
廾
に
云
う
、「
請
法
実
相
は
是
れ
涅
槃

城
な
り
。
涅
槃
城
に
三
門
有
り
、
空
・
無
相
・
無
作
な
り
」
文
。
又
三
解
脱
、
即
ち
涅
槃
を
名
け
て
三
解
脱

と
な
す
、
是
れ
持
業
釈
な
り
、
又
『
論
』
に
云
う
、「
此
の
三
法
は
涅
槃
な
り
と
雖
も
、
涅
槃
の
因
な
る
が

故
に
、
名
け
て
涅
槃
と
な
す
。
世
間
に
因
中
に
果
を
説
く
こ
と
有
り
」

云
云
。
若
し
初
義
な
ら
ば
、
三
解
脱
と

は
、
所
入
門
を
挙
げ
、
三
際
不
可
得
と
は
、
大
涅
槃
と
は
、
謂
く
諸
法
実
相
、
不
生
不
滅
に
し
て
体
三
世
に

出
す
る
故
に
、
三
際
不
可
得
と
云
う
。
広
の
義
は
亦
准
じ
て
知
る
べ
し
。
法
身
大
日
万
タ
ラ
と
は
、P

字
は
是

れ
風
輪
・
大
力
の
義
な
り
。
故
に
大
力
万
タ
ラ
と
云
う
。『
秘
釈
』
に
云
う
、「
羯
摩
身
事
業
万
タ
ラ
」
文
。
異

義
同
じ
な
り
。
風
は
則
ち
想
陰
心
の
所
持
也
と
は
、P

字
風
の
義
を
釈
す
。
上
の
如
く
之
を
解
す
上已
。
隆
の

云
く
、『
軌
文
』
と
『
秘
釈
』
と
文
相
は
異
な
る
な
り
、
義
は
一
に
帰
す
か
。『
秘
釈
』
の
意
は
、
風
は
、

五
陰
中
肝 

想肝
風
也
　陰

の
心
と
。只
だ
風
と
五
陰
に
配
す
の
み
。
持
の
字
の
下
に
属
し
、五
蔵
六
府
を
所
持
と
す
。

軌
の
文
は
、
持
の
字
の
上
に
属
し
、
肺
風
皷
動
の
下
、
配
風
を
持
す
る
故
に
、
腎
の
生
死
海
を
成
す
る
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こ
と
を
明
す
。
又
寂
の
云
う
、
五
蔵
者
の
下
に
、
腎
は
臍
腰
の
下
に
在
り
胃
に
禀
る
が
故
に
、
胃
と
腎

と
相
関
す
る
こ
と
を
明
す
な
り
。
胃
は
脾
腑
に
至
る
と
は
、『
秘
尺
』
に
云
う
、「
胃
と
は
六
府
の
一
名
な
り
。

胃
は
此
れ
肚
、
是
れ
脾
の
府
な
り
」。
言こ

こ
ろは

、
胃
は
是
れ
肚
腹
、
脾
は
五
穀
を
入
れ
、
胃
は
五
穀
を
受
け
る

故
に
、
胃
は
是
れ
脾
の
府
な
り
。『
大
義
』
三

十
八

右　

に
云
う
、「
脾
を
胃
に
合
し
、
胃
を
五
穀
の
府
と
す
。
腎

は
膀
胱
と
合
す
。
膀
胱
を
津し

ん
え
き液

之
府
と
す
。
又
云
う
、「
胃
を
五
穀
之
府
と
す
る
と
は
、
脾
は
只
だ
通
ず
、

只
だ
五
穀
を
入
て
而
も
胃
之
を
受
く
故
に
其
の
府
と
す
。
五
味
走
り
其
の
嘉
と
は
、『
秘
尺
』
に
、「
五
味
各
々

走
流
し
て
、
其
の
嘉
味
、
胃
に
入
る
が
故
に
腎
、 

胃竹
記
十
二
右
見
る
べ
し

を
禀
す
る
な
り
」

已上

。
隆
の
云
う
、
此
の
文
に
於
て

軌
文
及
び
寂
師
、点q

并
と
し
て
難
弁
、然
れ
ど
も
『
秘
尺
』
に
淡
字
無
き
を
好
と
す
。『
大
義
』
三

十
二

左　

、『
養

生
経
』
に
云
う
、「
五
味
口
に
入
る
や
、
各
走
る
所
有
り
。
各
病
む
所
有
り
。
酸肝

　

は
筋
に
走
り
、
多
く
之

を
食
え
ば
人
を
し
て
癃リ

ウ
セ
ゲ
ン

醎
血
を
走
る
。
多
く
之
を
食
え
ば
、
人
を
し
て
渇
せ
し
む
。
辛肺

　

は
気
に
走
る
、
多

く
之
を
食
せ
ば
人
と
し
て
悪
心
せ
し
む
、
苦心

　

、
骨
を
走
る
、
多
く
之
を
食
え
ば
人
を
し
て
変
ぜ
し
む
、
耳脾

　

は
皮
を
走
る
、
多
く
之
を
食
え
ば
人
を
し
て
悪
心
せ
し
む
。
辛
は
散
じ
、
酸
は
収
め
、
耳
は
諼
し
、
苦
は

堅
く
し
、
醎
は
濡
す
。
五
穀
は
養
を
な
し
、
五
菓
は
助
と
し
、
五
畜
は
益
と
し
、
気
味
は
合
し
て
而
も
之

を
腹
す
、
四
時
五
蔵
の
宣
す
る
所
に
随
う
な
り
」
文
。
左
を
腎
と
名
け
等
と
は
、『
大
義
』
第
三

廿
一

丁　

に
云
う
、

「
八
十
一
問
に
曰
う
、
蔵
各
一
有
り
。
腎
独
り
両
な
る
者
は
何
ん
ぞ
や
、
左
は
腎
、
右
は
命
門
。
命
門
と
は
、

精
神
之
会
す
る
所
な
り
」。『
三
才
図
会
』
に
云
う
、「
腎
蔵
の
歌
精
志
自
ら
相
随
う
（
腎
蔵
対
分
、
左
は
腎
と

472/2

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
二

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
二

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
二

ツ
カ
レ
ヤ
マ
ヒ
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な
る
、
右
は
命
門
と
な
る
。
腎
は
志
を
蔵
し
、
命
門
は
精
を
蔵
す
。
精
完
則
ち
志
満
。
志
満
則
ち
精
全
、
一
の
自
然
に

随
う
）、
図
を
出
す
見
る
べ
し
。『
明
堂
図
』、
左
右
倶
に
腎
と
云
う
、
命
門
と
云
わ
ざ
る
な
り
、
尋
ぬ
べ
し
。

寂
の
云
う
、
寝
水
の
精
を
写
す
な
り
と
は
、『
秘
尺
』
に
云
う
、「
窮き

ゆ
う

	

寝し
ん

し
て
米
精
を
写
す
な
り
、
寝
と
は

寝
に
作
る
べ
し
。
寝
は
寝
に
同
じ
、
浸
な
り
。
米
精
は
恐
く
は
水
精
に
作
る
を
好
と
す
、
水
精
は
即
ち
腎

水
な
り
。『
素
問
』
に
云
う
、「
腎
又
水
を
主
る
。
五
蔵
六
府
之
精
を
受
く
。
而
も
之
を
蔵
む
」。『
秘
尺
』

に
云
う
「
第恐

く
は
胃
の
字
脱
す

十
二
推
下
の
両
方
各
一
寸
半
に
在
り
。
腎
は
第
十
四
推
の
両
方
各
一
寸
半
に
在
り
」
文
已上

。
隆

の
云
う
、
胃
字
脱
と
は
、『
明
堂
図
』
に
、
胃
は
第
十
二
推
と
云
う
故
に
、
両
方
各
一
寸
半
と
は
、
何
に
依

る
や
、
又
此
の
分
意
通
じ
難
し
。
愚
按
す
る
に
、『
軌
』
に
、
腎
は
心
腹
に
敷
い
て

胃
な
り

腎
な
り　

寝シ
ン

を
水
精
を
写

す
と
は
、
謂
く
腎
は
心
腹
を
シ
ツ
メ
テ
胃
よ
り
水
精
を
写
す
と
云
う
意
か
。
胃
に
は
五
味
水
穀
を
蔵
し
て

之
有
る
故
に
、
上
に
於
て
腎
は
胃
を
禀
て
云
う
が
故
に
請
て
之
を
決
す
。
寂
の
云
う
、
北
方
及
び
水
と
な
る

と
は
、『
大
義
』
一

八
丁

右　

に
云
う
、「
釈
名
・
広
雅
・
白
虎
通
、
皆
な
曰
く
、
水
は
準
な
り
、
万
物
を
平
準
す
。

『
元
命
笣
』
に
曰
う
、
水
之
言
と
な
る
演

ウ
ル
テ
イな

り
、
陰
化
淖
濡
流
施
潜
行
す
る
な
り
、
故
に
字
を
立
る
。
両
人

交
り
て
一
を
以
て
中
よ
り
出
る
者
を
水
と
し
、
一
は
教
之
始
、
両
人
は
男
女
に
譬
る
、
陰
陽
交
を
以
て
一

を
起
す
な
り
。
水
と
は
五
行
の
始
る
焉
、
元
気
之
湊
液
な
り
、『
管
子
』
に
云
う
、「
水
と
は
地
之
血
気
、

筋
脈
之
通
流
す
る
な
り
」。
許
真
の
云
う
、
其
の
字
泉
の
並
び
流
し
て
中
に
微
陽
之
気
有
る
を
象
る
。
其

の
時
は
冬
な
り
。『
尸
子
』の
云
う
、「
冬
は
終
な
り
。
万
物
此
に
至
り
終
蔵
す
る
な
り
」。『
礼
記
』に
云
う
、

南

472/3472/4
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「
冬
の
言
と
な
る
中
な
り
、
中
と
は
蔵
な
り
、
其
の
位
北
方
」。『
尸
子
』
に
云
う
、「
北
は
伏
な
り
。
万
物

冬
に
至
り
、
皆
な
伏
し
貴
賤
一
の
若
く
な
り
」

云
云
。
寂
の
云
う
、
上
に
之
を
弁
ず
る
が
如
し
、\

水
音
、

同
じ
く\

は
即
ち
水
の
梵
名
、
漢
の
水
亦
男
女
和
合
の
義
有
り
。\

字
亦
不
二
の
義
を
具
す
。『
出
生
道

辺
門
』
に
云
う
、「
嚩
字
は
愚
、
夫
れ
法
は
聖
、
人
法
不
二
に
随
入
す
」
文
。
不
二
は
即
ち
和
合
交
会
の
義

な
り
。
又
寂
師
は
『
三
才
図
会
』
の
腎
神
図
を
出
す
、
両
頭
の
鹿
な
り
。
其
の
下
注
し
て
云
う
、
神
の
名

玄
冥
、
字
は
育
嬰
、
腎
之
状
は
云
う
、
鹿
の
両
頭
の
志
を
蔵
す
る
を
主
る
。
寂
、
私
案
に
云
う
、
鹿
は
、

梵
にx
摩
哩

二合Å

誐
と
云
う
。
鹿
は
獣
の
中
に
於
て
愛
欲
の
甚
だ
し
き
者
な
り
。x

即
ち
愛
の
義
な
り
。

又@
x
�

甘
露
の
義
と
具
す
、
甘
露
は
即
ち
腎
水
な
り
。
両
頭
は
男
女
交
会
相
い
瑜
伽
す
る
の
義
を
表
す
。

即
ち
右
腎

火
左
腎

水
、m
離
既
済
の
義
な
り
。
第
廾
巻
に
、
第
五
火
を
明
し
て
云
う
、
没x

„

モ

栗リ

拏タ

是
れ
和
合
の

義
な
り
（
黄
赤
二
色
和
合
）。
鹿
に
和
合
の
義
有
る
故
に
両
頭
を
具
す
。
験
知
、
此
れ
等
は
、
皆
な
是
れ
西
天

の
所
伝
の
説
の
み

已上

。
隆
の
云
う
、
五
神
の
義
決
し
難
し
、
下
に
至
っ
て
知
る
べ
し
、『
三
才
図
会
』
も
亦

一
説
か
。
寂
の
云
う
、
其
の
色
黒
と
は
、『
大
義
』三

初丁

に
云
う
、「
北
方
は
水
な
り
、
色
黒
な
り
、
遠
く
望

む
こ
と
顕
然
た
り
。
陰
闇
之
象
な
り
。
溟
海
淼
邈は

く

と
し
て
玄
闇
窮
り
無
し
、
水
は
大
陰
之
物
と
な
す
故
に

陰
闇
な
り
。
内
に
は
白
と
し
大
悲
の
色
と
な
す
、
即
ち
外
と
同
ぜ
ざ
る
な
り
。
五
陰
中
等
と
は
、
五
陰
の

中
に
於
て
行
、第
四
に
居
す
。
行
蘊
を
水
と
し
、行
は
造
作
遷
流
を
義
と
な
す
。
水
亦
流
て
而
も
止
ま
ら
ず
。

其
の
義
相
応
す
、
故
に
行
心
水
を
持
す
と
云
う
。
行
水
は
受
心
従
り
生
ず
と
は
、『
秘
尺
』
に
云
う
、「
行

473/1
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心
受
心
従
り
生
ず
る
」
文
。
言
わ
ば
行
を
水
と
し
、
受
を
火
と
す
。
此
は
水
は
火
従
り
生
ず
、
謂
ゆ
るm

離

既
に
済
な
り

已上

、
隆
の
云
う
、『
大
義
』
第
四

二
十

右　

、「
八
卦
を
以
て
五
行
に
配
し
て
云
う
、
乾
・
兊
を
金
と
し
、

m

を
水
と
し
、
震
・
巽
を
水
と
し
、
離
を
火
と
し
、
坤
・
艮
を
土
と
す
。
各
方
位
を
以
て
之
を
言
う
」
文
。

広
く
之
を
明
す
、
見
る
べ
し
。
黒
気
及
び
肺
従
り
生
ず
と
は
、
黒
気
は
謂
く
水
気
な
り
。
肺
は
金
な
り
。
水

は
金
従
り
生
ず
。
是
は
生
を
明
す
。
主
耳
と
は
、『
元
命
笣
』
に
云
う
、「
腎
発
し
て
耳
と
な
る
」
文
。
耳

は
腎
之
余
な
り
、
故
に
発
し
て
耳
と
な
る
と
云
う
。
又
『
道
経
』
に
、「
精
は
耳
に
通腎

神

ず
」
文
。

腎
出
で
て
骨
と
為
り
等
と
は
、『
秘
尺
』
に
、「
乳
を
孔
と
作
し
、
好
と
な
す
」。『
大
義
』
に
は
、
此
れ
等

の
説
無
し
。『
素
問
』
に
云
う
、「
其
の
花
は
髪
に
在
り
、
其
の
充
は
骨
に
在
り
（
脳
と
は
髓ス

イ

之
海
、
腎
は
骨
髓

を
主
る
。
髪
は
脳
の
養
す
る
所
、
故
に
華
は
髪
に
在
り
、
充
は
骨
に
在
り

已上
）。
隆
の
云
う
、
新
本
は
乳
字
な
り
。

古
本
は
孔
字
な
り
。
孔
字
無
け
れ
ど
も
本
之
有
る
な
り
、
髓
は
骨
の
中
の
脂
な
り
。
鹹
味
多
く
腎
に
入
れ
ば

と
は
、『
大
義
』
三

八左

に
云
う
、「『
礼
記
』
に
云
う
、
冬
之
日
、
其
の
味
は
鹹
く
、
其
の
臭
は
杇ウ

　

な
り
。
杇

と
は
水
之
気
な
り
。
有
る
が
若
く
、
無
き
が
若
く
、
言
は
気
の
微
な
り
。
又
云
う
、
水
は
垢
濁
を
受
く
、

故
に
其
の
臭
は
腐
杇
な
り
。
許
慎
が
云
う
、
杇
爛
之
気
、
北
方
気
同
じ
。
此
の
味
鹹
と
は
、
北
方
は
物
鹹

之
堅
る
所
以
な
り
。
五
味
の
鹹
を
得
て
乃
の
堅
か
る
が
如
し
。
許
慎
が
云
う
、「
鹹
は
衒
」『
天
命
笣
』
に

云
う
、「
鹹
は
鎌
な
り
、
鎌
は
清
な
り
、
至
寒
之
気
の
故
に
其
を
し
て
清
め
て
而
も
鹹
ら
し
む
る
な
り
」。

腎
を
増
し
心
を
損
す
と
は
、『
大
義
』
三

十
一

左　

、「
河
図
」
に
云
う
、「
人
の
食
極
め
て
鹹
す
る
こ
と
無
し
、
腎
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気
を
盛
に
し
て
心
気
を
し
て
衰
え
し
め
。
人
を
し
て
狂
を
発
せ
し
め
、喜
ん
で
血
吐
・
血
心
神
定
な
ら
ず
」文
。

若
し
腎
の
中
等
は
、
病
を
生
す
る
こ
と
を
明
す
な
り

已上

。『
止
観
』
八
之
一

廾
八

左　

に
云
う
、「
若
し
多
く
悲
哭
す

る
は
、是
れ
腎
の
中
に
志
無
き
な
り
」
文
、
脾
腎
を
害
す
と
は
、『
素
問
』
に
云
う
、「
其
の
主
は
脾
な
り
（
水

は
土
を
畏
れ
、与
に
害
と
な
る
故
に
、脾
を
畏
れ
る
を
主
る
な
り
）。
若
如
の
下
は
、相
尅
を
明
す
。
当
止
の
下
は
、

治
法
を
明
す
、
知
る
べ
し

已上

。
新
本
は
腎
を
脾
に
作
し
。
動
潮
は
、
腎
字
を
是
と
し
。
古
本
及
び
軌
は
、
心

字
な
り
を
是
と
す
る

矣
。
寂
師
、
私
に
按
ず
る
に
云
う
、
腎
の
蔵
、Z

字
水
大
と
、
其
の
義
相
応
せ
り
。
今

之
を
明
す
と
は
、腎
も
亦
梵
語
な
り
。
是
れ¬

字
な
る
べ
し
、何
ん
と
な
れ
ば
、阿
ミ
タ
を
仁
勝
者
と
称
す
。

梵
に¬

§

と
云
う
、|

字
を
空
点
と
す
れ
ば
声
を
転
じ
て¬

と
云
う
。
又
『
義
釈
』
の
第
七

廿七

に
、

Ç
⁄
∏

を
勝
生
と
云
う
。
亦
甘
露
と
名
く
。¬

|

即
ち
甘
露
水
に
し
て@

x
√

と
異
言
、
義
同
じ
な
り
。

故
に
知
ん
ぬ
、
腎
即
ち
甘
露
水
な
り
、
又Ç

|

は
智
な
り
、
阿
ミ
タ
は
智
恵
門
を
主
る
。
謂
ゆ
るæ

Ç

大
空
智
な
り
。
外
典
に
も
、
亦
腎
を
五
常
の
中
の
智
に
配
す
。
内
外
一
致
な
り
。
又
腎
を”

没
力

二合È

迦

と
云
う
か
」
文
。
又
『
雑
名
』
に
云
う
、
物
力
過
迦
と
云
う
、
過
迦
は
是
れ
水
な
る
が
故
に
、
腎

¬

甘
露
水
と

異
言
同
義
な
り
。
如
来
臍
の
真
言
釈
に
云
う
、
阿

@
x

没
㗚
都

´

（
甘
露
な
り
）。
甘
露
と
は
智
々
の
別
名
な
り
。

能
く
身
心
熱
悩
を
除
く
を
得
て
而
も
之
を
服
す
れ
ば
、
不
老
不
死
な
り
。
以
て
如
来
之
智
に
喩
う
る
な
り
。

今
、
此
の
智
を
以
て
一
切
衆
生
の
熱
悩
を
除
き
、
常
住
之
身
を
得
せ
し
む
」
文
。@

x
�

と
は
、
甘
露
水

な
り
。
又
は
即
ち
智
な
る
が
故
に
智
之
別
名
と
云
う
。
能
く
身
心
の
熱
悩
を
除
く
は
、
即
ち
勝
義
な
り
。

五
輪

473/4
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不
老
不
死
常
寿
之
身
は
、
即
ち
無
量
寿
な
り
。
第
四

廿
一

左　

に
云
う
、「
西
方
に
無
量
寿
仏
を
観
る
。
此
れ
は

是
れ
如
来
方
便
智
、
○
梵
音
尒ジ

　
仁ニ

　
を
名
て
仁¬

者
と
な
す
。
又
四
魔
を
降
す
を
以
て
の
故
に
名
け
て
勝
者
と

な
す
。
故
に
偈
に
具
に
其
の
義
を
翻
じ
て
之
を
仁
勝
者
と
謂
う
」

云
云
（
仁
と
は
即
ち
水
大
大
悲
の
義
な
り
）。

四
魔
を
除
く
は
、
即
ち
身
心
の
熱
悩
を
除
く
な
り
。
又
腎
に
両
種
有
り
、
左
は
水
、
右
を
火
と
な
す
。
謂

ゆ
る
坎
離
、
既
に
済
す
る
な
り
。
坎
は
水
な
り
。
離
は
火
な
り
。
火
は
智
な
り
、
水
は
定
な
り
。@

x
�

甘
露
と
は
、
水
に
し
て
智
な
る
が
故
に
、
即
ち
是
れ
坎
離
、
既
に
済
な
り
。
坎
離
交
れ
ば
則
ち
生
ず
。
分

れ
ば
則
ち
死
す
、
称
し
て
無
量
寿
と
す
る
は
、
意
は
此
に
在
り
て
内
外
一
致
、
其
の
理
異
り
無
く
ま
く
の

み　

水
を
和
訓
に
美
津
と
云
う
、
謂
く
満
な
り
。
満
は
謂
く
満
願
な
り
、
即
ち
無
量
寿
方
便
智
な
り
。
第

廿
巻
に
云
う
、「
成
菩
提
は
白
色
な
り
、
即
ち
円
明
解
脱
之
義
な
り
、
又
水
の
義
な
り
、
我
昔
願
う
所
、
今

は
已
に
満
足
し
、
一
切
衆
生
を
化
し
て
、
皆
な
仏
道
に
入
ら
し
む
。
是
の
事
を
な
す
故
に
是
れ
大
悲
を
起

す
故
な
り
。
又
腎
、
耳
を
主
る
と
は
、
謂
ゆ
る
観
自
在
尊
の
耳
根
円
通
は
、@

x
�

甘
露
の
智
水
従
り
起

る
故
に
、
亦
腎
出
て
耳
と
な
る
と
云
う
。
又
『
法
花
』
に
云
う
、「
聞
く
、
菩
提
を
証
す
。
菩
提
は
即
ち
水

な
り
。
耳
根
従
り
而
も
証
入
す
る
な
り
」

已上

。
隆
の
云
う
、
私
の
案
を
出
す
は
、『
秘
釈
』、S

字
種
子
を

疑
う
意
か
。
若
し
爾
ら
ば
、
軌

并
に
三
蔵
配
釈
を
疑
う
な
り
。
律
師
に
似
合
せ
ざ
る
料
簡
な
り
。
元
来
『
悉

地
軌
』
を
真
偽
未
決
と
の
疑
心
有
る
故
な
り
。
又
寂
の
云
う
、『
悉
地
軌
』

四右

に
云
う
、「b

欠
字
は
虚
空
部
、

脾
を
主
る
。b

字
は
則
ち
大
日
如
来
の
無
見
頂
相
な
り
、
五
仏
所
証
の
大
空
智
処
に
し
て
寂
滅
真
如
の
理

¬

　§
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智
な
り
、
十
方
三
世
所
証
の
菩
提
道
場
の
殊
勝
の
万
タ
ラ
な
り
。
脾
は
胃軌

は
意
　を

主
る
、
中
央
及
び
土
と
な
る
。

土
は
季
夏
を
主
る
、
其
の
色
黄
な
り
。
黄
色
は
地
従
り
生
ず
。
地
は
火
従
り
生
ず
。
前
に
説
く
が
如
し
。

五
陰
の
中
の
識
陰
の
心
は
地
を
持
す
。
或
は
木
の
蔵
と
な
す
、
木
は
青
し
、
是
れ
空
な
り
。
脾
は
黄
気
及

び
心
従
り
生
じ
、
口
を
主
り
志一

本

と
な
る
。
甘
味
多
く
脾
に
入
り
脾
を
増
し
、
腎
を
損
す
。
若
し
脾
中
に

心根
を
意
　無

け
れ
ば
多
く
廻
惑
す
。
肝
は
脾
を
害
し
て
病
を
成
ず
。
若
し
木
土
を
尅
す
が
如
し
。
肝
強
く
脾
弱
し
。

心
を
肝
に
止
め
黄
気
を
以
て
青
気
を
摂
取
す
る
べ
し
。
脾
病
則
ち
差
ゆ
、
黄
気
と
は
地
な
り
」
文
。
寂
師
の

解
し
て
云
う
、「
虚
空
部
と
は
、
謂
く
中
央
の
仏
部
な
り
、
五
行
の
中
に
於
て
亦
脾
を
中
と
な
す
故
に
、
脾

を
主
る
と
云
う
」。
無
見
頂
相
と
は
、
五
字
を
五
処
に
布
す
る
時
、
頂
上
は
毘
盧
サ
ナb

字
の
所
居
な
り
。

故
にb

字
は
即
ち
大
空
無
見
頂
相
な
り
。
五
仏
所
証
の
大
空
智
処
と
は
、『
秘
尺
』

十
六

右　

に
云
う
、「
五
仏
頂

輪
王
大
空
智
処
と
作
す
」。
五
仏
頂
は
、
即
ち
五
智
な
る
が
故
に
五
智
如
来
頂
と
名
く
な
り
。
是
れ
大
空
智

処
は
、
謂
く
五
股
な
り
。
五
股
は
即
ち
五
智
を
表
す
。『
理
趣
経
（
釈
）』
に
云
う
、「
以
て
上
下
十
峯
の
金

剛
大
空
智
処
を
成
ず
」。
即
ち
是
れ
法
界
体
性
智
な
り
。
故
に
次
に
寂
滅
真
如
と
云
う
。
寂
滅
真
如
と
は
、

五
字
門
法
界
体
性
な
り
。
故
に
第
六

十
四

左　

に
云
う
、「
復
次
に
世
間
の
彩
画
は
五
色
に
過
ぎ
ず
、
然
れ
ど
も

更五
仏

相
渉
の
種
種
の
深
浅
不
同
有
り
。
巧
恵
の
者
の
之
を
分
布
す
る
は
、
万
像
を
出
生
し
て
窮
尽
有
る
こ
と

無
き
が
如
く
、
法
界
不
思
議
の
色
も
亦
復
に
是
の
如
し
。
統す

べ

て
而
し
て
之
を
言
え
ば
、
五
字
門
に
過
ぎ
ず
、

然
れ
ど
も
亦
更
に
相
い
発
揮
し
て
種
種
の
差
別
智
印
を
成
ず
。
如
来
普
門
の
善
巧
を
以
て
悲
生
万
タ
ラ
を

474/3
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『
定
弘
大
全
』

五
・
一
三
六

図
作
し
、
乃
至
世
間
微
塵
数
の
随
類
形
を
出
生
し
て
、
猶
し
窮
尽
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
若
し
瑜
伽
行
人
、

此
の
中
の
意
を
得
る
者
は
、
当
に
類
に
触
れ
て
而
も
長
し
。
自
在
に
施諸

作

為
す
。
寂
滅
真
如
の
中
に
当
に

何
の
次浅

深

有
る
べ
し
、
偈白

赤
黄
青
黒
　

の
中
に
説
く
所
の
如
き
は
、
且
く
一
途
の
法
門
を
挙
げ
、
其
の
綱
領
を
摂
す
る

の
み
」
文
。
又
『
蔵
記
』
に
云
う
、「@

\
X
`
b

真
如
と
も
法
性
と
も
観
る
べ
し
」云
云
。
亦
即
ち
是
な
り
。

真
如
と
は
、
謂
く
五
字
の
理
な
り
。
大
空
智
処
は
、
即
ち
五
字
智
な
り
。
五
字
は
、
理
智
不
二
の
妙
体

な
り
。
不
二
と
は
、
不
生
不
滅
の
中
道
、
一
実
の
境
界
。
此
に
証
入
す
る
者
を
、
毘
ル
サ
ナ
真
如
法
界

智
処
中
位
と
云
う
、
故
に
十
方
世
界
所
証
の
殊
勝
万
タ
ラ
と
云
う
。
是
れ
中
智
な
る
が
故
に
菩
提
道
場

殊
勝
等
と
云
う
。
脾
は
胃
を
主
り
中
央
と
な
す
、
及
び
土

と
は
、
脾
を
中
と
す
る
を
明
す
な
り
。

脾
は
胃
を
主
る
と
は
、
脾
は
口
に
通
ず
、
口
に
五
穀
の
入
る
而
も
胃
之
を
受
く
故
に
脾
、
胃
を
主
る
と

云
う
。『
秘
尺
』

十
六

左　

に
云
う
、「
脾
の
蔵
は
菴
摩
羅
識
を
主
る
、
中
央
と
な
す
」
文
。
是
れ
は
内
外
の
中
央

を
相
配
す
る
な
り

已上

。
隆
の
云
く
、
現
本
軌
は
主
胃
を
主
意
に
作
る
。
寂
師
本
は
可
な
り
。
脾
は
胃
と
合
す

る
が
故
に
。
中
央
及
び
土
等
と
は
、『
大
義
』
第
三

初丁

に
云
う
、「
中
央
の
土
は
黄
色
な
り
。
黄
は
地
之
色
な

り
、
故
に
天
は
玄
に
し
て
而
も
地
は
黄
な
り
」
と
。
又
云
う
第
一十左

『
元
命
笣
』
に
云
う
、「
土
の
言
と
な

る
吐
な
り
。
気
精
を
含
吐
し
て
万
物
を
生
ず
」。
許
慎
の
云
う
、
土
は
吐
生
す
る
な
り
。
王
粛
が
云
う
、
土

と
は
地
之
別
号
な
り
、
以
て
五
行
と
な
す
な
り
。
許
慎
が
云
う
、
其
の
字
二
以
て
地
の
下
に
地
之
中
に
象

な
り
、
一
直
画
を
以
て
物
初
め
し
地
を
出
る
を
象
と
な
る
。
其
の
時
は
季
夏
な
り
、
光
な
り
。
万
物
此
に

475/1
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於
て
成
就
す
る
、方
に
老
を
四
時
之
季
を
主
と
す
。
故
に
老
と
曰
う
な
り
。
黄
色
は
地
よ
り
生
ず
と
は
、『
秘

尺
』十

六
左　

に
云
う
、「
其
色
黄
な
り
。@

字
真
金
色
な
り
。
黄
色
は
地
従
り
木
を
生
じ
、
木
従
り
火
を
生
ず
」
文
。

黄
色
は
是
れ
地
の
色
な
り
。
故
に
地
従
り
生
ず
と
云
う
。
地
は
脾
土
な
り
。
脾
土
は
心
火
従
り
生
ず
。
故
に

相
生
の
中
に
は
土
生
火
と
云
う

已上

。
隆
の
云
う
、『
軌
』
に
は
黄
色
は
地
従
り
生
じ
、
地
は
火
従
り
生
ず
。『
秘

尺
』、
此
に
異
る
。
思
按
す
べ
し

云
云
。
寂
の
云
う
、『
秘
尺
』
は
、
恐
く
は
写
誤
有
ら
ん

云
云
。
隆
の
案
に
、

今
は
中
央
大
日
の
色
な
る
故
に
、
五
字
互
融
に
約
し
て
阿
字
真
金
色
と
云
う
か
。（
誠
に
愚
按
な
り
）、
次
の

従
地
生
木
等
は
、
写
誤
有
ら
ん
か
。
好
本
を
尋
ぬ
べ
し
。
但
だ
相
の
義
は
失
無
き
か
。
然
れ
ど
も
水
生
木

な
り
。
今
、
地
従
り
木
を
生
ず
る
は
、
常
と
異
る
な
り
。
之
に
依
て
按
ず
る
に
、
黄
色
は
地
従
り
生
じ
、

木
は
木
従
り
火
を
生
ず
る
の
字
、
写
誤
有
ら
ん
か
。
五
陰
の
中
等
と
は
、
世
に
は
地
を
中
と
し
、
内
に
は

誠
を
中
と
す
、
故
に
誠
は
地
を
持
す
と
云
う
。
或
は
木
蔵
と
為
す
と
は
、
一
解
を
挙
て
木
臓
は
謂
く
其
の
色

是
れ
青
な
り
。
虚
空
色
と
同
じ
。
故
にb

字
を
亦
亦
木
蔵
に
配
す
。
此
の
二
義
は
次
で
の
如
く
東
因
・
中

因
の
義
を
示
す
な
り

已上

。
隆
の
云
う
、『
軌
』
并
に
『
秘
尺
』
は
、
正
し
く
東
因
の
義
に
約
し
釈
し
、
中
因
の

義
を
便
と
し
、
此
れ
等
を
以
て
知
る
べ
し
。
脾
は
黄
色
及
び
心
従
り
生
ず
と
は
、
黄
気
は
即
ち
土
気
な
り
。

心
は
謂
く
心
火
な
り
。
脾
土
は
心
火
従
り
生
ず
る
な
り
。
口
を
主
る
志
と
な
る
と
は
、『
大
義
』
第
三

十
六

丁　

に

云
う
。「
志
は
口
に
通
ず
、
口
脣
は
脾
之
宮
と
な
る
な
り
。
又
云
う
、
脾
を
以
て
口
に
応
ず
、
口
は
是
れ
出

納
之
門
、
脾
は
受
盛
之
所
と
な
る
。
口
能
く
論
説
し
、
脾
能
く
消
化
す
、
故
に
以
て
相
通
す
文
。
志
と
は
、

『
大
正
』
三
九	

・

五
八
八
ａ

『
大
正
』
三
九	

・

五
七
九
ｂ

『
大
正
』
一
八	

・

四
〇
ｂ
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是
れ
脾
之
神
な
り
。
脾
即
志
の
託
す
る
所
な
り
。
故
に『
大
義
』に
云
う
、「
脾
は
志
を
蔵
す
」。
又
云
う
、「
志

は
圡
気
と
な
る
」
文
已

上
。
隆
の
云
う
、『
軌
』
並
に
『
秘
尺
』
に
、
志
の
字
を
意
と
作
す
。
或
る
が
云
う
、

意
を
正
と
す
、
下
に
無
意
神
と
云
う
故
に
、
然
も
『
止
観
』
八
之
一

十
八

丁　

に
、「
意
は
、
腎
を
志
と
な
す
、
脾

は
意
と
な
る
」。『
秘
尺
』、
軌
文
之
に
同
じ
、『
大
義
』
と
異
な
り
。
然
れ
ば
、
寂
師
は
文
に
任
せ
て
、
腎

を
志
神
と
し
、
此
に
至
り
脾
を
志
と
す
る
の
は
何
ん
ぞ
や
、
案
ず
る
に
『
秘
尺
』、
道
竹
の
本
の
裏
書
に
『
止

観
』
の
文
を
出
た
り
、
見
る
に
今
は
『
止
観
』
説
に
依
る
と
見
た
り
。
此
の
一
条
追
っ
て
尋
ね
べ
し
。
又

寂
は
、『
三
才
図
会
』
に
出
で
、
下
に
注
し
て
神
名
は
常
に
字
魂
に
在
り
、
庭
脾
之
状
は
神
鳳
の
如
し
。
胃

の
重
さ
二
斤
一
両
、
大
き
さ
一
尺
五
寸
、
長
さ
二
尺
六
寸
、
径わ

た
り
　五

寸
、
紆う

　

曲
屈
申
穀
二
年
、
水
一
年
五
舛

を
盛
る

云
云
。『
明
堂
図
』
に
云
う
、
胃
の
重
さ
二
斤
十
四
両
、
紆
曲
屈
伸
長
さ
二
尺
六
寸
、
大
き
さ
一
尺
五

寸
、
径
五
寸
穀
は
二
年
、
水
一
斗
五
升
を
容
る
文
。
此
れ
正
と
す
。
又
云
う
、『
内
経
』
に
曰
う
、「
胃
は
倉

廩
之
官
、
五
味
官
を
出
す
。
又
曰
う
、
胃
は
黄
腸
と
な
す
、
五
味
口
に
入
り
胃
に
蔵
す
。
以
て
五
蔵
を
養
う
。

胃
は
水
穀
之
海
、
六
府
之
大
原
な
り
。
是
れ
以
て
五
臓
六
府
之
気
味
皆
な
胃
に
出
ず
文
。

寂
の
云
う
、『
梵
語
雑
名
』
に
風
は
尒

‘
嚩
尒

Ë

嚩
と
名
く
、『
山
海
経
』
に
云
う
、
丹
穴
之
山
に
鳥
有
り
。

其
の
状
鶴
の
如
し
、
五
彩
に
し
て
文
あ
り
、
名
け
て
鳳
と
曰
う
、
首
の
文
を
徳
と
曰
う
、
翼
の
文
を
順
と

曰
う
、
背
の
文
を
義
と
曰
う
、
膺
の
文
を
仁
と
曰
う
、
腹
の
文
を
信
と
曰
う
、
是
れ
鳥
な
り
。
飲
食
し
て

自
ら
歌
い
、
自
ら
舞
を
見
る
と
き
は
、
則
ち
天
下
大
安
寧
な
り
。『
韵
会
』
に
云
う
、「
陸
伽
の
云
う
、
羽

475/4
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翼
三
百
六
十
鳳
を
之
が
長
と
な
す
。
又
風
鳥
を
鳳
と
す
。
衆
鳥
を
惣
ふ
る
者
な
り
。『
京
房
易
伝
』
に
、
鳳

凰
高
さ
丈
二
、『
爾
維
』
は
鷗
鳳
、『
注
疏
』
に
瑞
応
の
鳥
な
り
。
高
さ
六
尺
許
り
。『
字
彙
』
に
、『
孔
海
図
』

に
云
う
、
鳳
は
大
椿
と
な
す
。
丹
穴
に
生
じ
、
梧
相
に
非
ざ
れ
ば
棲
ま
ず
。
竹
実
に
非
ざ
れ
ば
食
さ
ず
、

醸
泉
に
非
ざ
れ
ば
飲
ま
ず
、
五
色
を
備
う
、
鳴
く
こ
と
五
音
に
中
に
、
有
道
な
る
は
則
ち
見
え
、
飛
ぶ
と

き
は
則
ち
群
鳥
。
之
に
従
り
雄
を
鳳
と
曰
い
、
雌
を
凰
と
曰
う
。
天
に
在
れ
ば
朱
雀
と
な
す
」
文
。
羽う

　

翼よ
く

三
百
六
十
之
長
さ
と
は
、
毘
ル
サ
ナ
万
タ
ラ
王
と
相
い
同
じ
。
徳
・
順
・
義
・
仁
・
信
の
五
徳
を
具
す
、

身
に
五
色
を
具
す
、
鳴
く
こ
と
五
首
に
中
る
。
即
ち
虚
空
は
五
色
を
具
す
。
仏
部
・
五
智
円
満
万
徳
具
足
と
、

其
の
義
相
応
す
。
梵
にó
Ë

と
云
う
は
、恐
く
は
是
れ
五
色
の
光
明
の
義
な
り
。ó

‹

は
光
明
な
り
、『
最

勝
王
経
玄
摳
』
第
三
に
云
う
、「
揚
路
荼
、此
に
金
翅
鳥
と
云
う
」。『
海
龍
王
経
』
に
、翻
じ
て
鳳
凰
と
な
す
。

『
経
』
に
云
う
、「
両
翅
相
云
う
こ
と
三
百
卅
六
万
里
、
閻
浮
の
上
に
其
の
一
足
を
容
す
る
」
文
、
此
の
説
は

『
荘
子
』
に
謂
ゆ
る
大
朋
と
相
似
な
り
。『
決
文
後
集
』
四
十
二
に
、『
群
書
要
語
』
に
、
朋
及
び
鵬
は
皆
な

古
文
、
鳳
の
字
な
り
。
朋
鳥
象
形
な
り
。
鳳
飛
ぶ
と
き
群
鳥
従
り
万
を
以
て
数
う
故
に
鵬
を
以
て
朋
黨
の

字
と
な
す
。
鳳
即
ち
鵬
鳥
な
り
。
今
未
だ
詳
か
な
ら
ず
。
甘
き
味
い
多
く
脾
に
入
れ
ば
と
は
、『
大
義
』
第

三
八丁

に
云
う
。『
礼
記
』
に
云
う
、「
季
の
夏
之
曰
、
其
の
臭
は
甘
し
、
其
の
臭
は
香
し
、
土
の
味
は
以
て
甘

き
所
な
り
。
中
央
は
中
和
な
り
」。『
元
命
笣
』
に
云
う
、「
甘
は
食
の
常
、
言
は
其
の
味
を
安
ん
ず
。
甘
味

を
五
味
之
主
と
し
、
猶
し
土
之
和
し
て
四
行
と
成
る
が
ご
と
し
。
臭
香
は
土
之
釈
、
気
香
を
主
と
な
す
。

476/1476/2
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許
慎
が
云
う
、
土
は
中
和
之
気
を
得
る
、
故
に
香
し
と
。
脾
を
増
し
腎
を
損
す
と
は
、『
河
図
』
第
三

十
二

丁　

に

云
う
、「
極
め
て
甘
す
る
こ
と
無
し
、
脾
気
を
盛
に
、
腎
気
あ
っ
て
衰
え
し
め
る
を
人
を
し
て
癡
淫
泄
精
、

腹
背
痛
に
膿
血
を
利
せ
し
む
。
若
し
脾
の
中
に
心
無
け
れ
ば
と
は
、『
秘
尺
』
は
此
と
同
じ
。
心
恐
く
は
志

の
字
写
誤
か

已上

。
隆
の
云
う
、
寂
師
の
所
覧
は
異
本
な
り
。『
秘
尺
』
に
意
神
と
作
す
。『
軌
』
も
亦
意
の
字

な
り
、
然
れ
ば
、
寂
師
の
志
字
と
す
る
こ
と
不
可
な
る
こ
と
上
の
如
し
。
肝
は
脾
を
害
し
て
と
は
、『
素
問
』

に
云
う
、「
其
の
主
肝
な
り
（
土
は
木
を
畏
れ
為
与
に
官
と
な
る
故
に
施
肝
を
畏
る
を
主
る
）。
隆
の
云
う
。

当
に
心
を
肝
に
止
め
し
む
と
は
、
或
る
が
云
う
、「
心
を
脾
と
作
す
こ
と
可
な
り
」

云
云
。
不
可
な
り
。

脾
華
は
一
葉
黄
色
に
し
て
四
隅
有
り
と
は
、
此
は
覚
禅
の
文
な
り
。
覚
禅
の
意
は
、
五
華
蔵
を
且
く
世
間
之

五
行
方
処
に
約
し
て
五
花
蔵
の
相
色
を
尺
す
故
に
、
色
は
黄
な
り
。
四
隅
は
相
な
り
。
花
の
色
相
な
り
、

乱
す
る
こ
と
無
か
れ

矣
。
五
蔵
は
蓮
華
の
下
に
向
う
が
如
し
と
は
、
五
蔵
は
五
花
蔵
下
の
如
し
と

為
言
。
又
寂

記
に
云
う
、『
悉
地
軌
』

四左

に
、「
内
の
五
蔵
、
外
の
五
行
に
出
で
て
形
体
と
成
る
。
此
れ
則
ち
各
色
な
り
。

色
は
即
ち
四
大
、
五
根
。
名
は
即
ち
想
・
行
等
の
四
陰
の
心
な
り
。
則
ち
是
れ
日
月
・
五
星
・
十
二
宮
・

二
十
八
宿
は
人
之
体
を
成
ず
」
文
。『
秘
尺
』

十
二

左　

に
云
う
、「
内
の
五
蔵
、
外
の
五
行
出
で
て
形
体
と
成
る
。

此
は
即
ち
名
色
な
り
。
色
は
即
ち
是
れ
五
大
・
五
根
、
名
は
想
等
の
四
陰
心
な
り
。
色
心
は
則
ち
是
れ
六

大
法
身
な
り
。
五
智
如
来
・
五
大
菩
薩
・
五
大
明
王
な
り
。
凡
そ
日
月
・
五
星
・
十
二
宮
・
二
十
八
宿
は

人
体
を
成
ず
」
文
。
寂
、
解
し
て
云
う
、
此
は
五
字
・
五
大
は
即
ち
六
大
法
身
な
る
こ
と
を
明
す
。

476/3

『
大
正
』
一
八	

・

九
一
〇
ｂ

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
三

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
三

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
三
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内
五
蔵
等
と
は
、
謂
く
法
性
の
五
字
流
出
し
、
内
の
五
蔵
・
外
の
五
行
と
な
し
、
各
々
の
形
体
を
成
ず
。

外
に
は
山
河
草
木
等
の
形
体
を
成
じ
、
内
に
は
人
等
の
形
体
を
成
じ
、
人
等
の
形
体
を
称
し
て
五
薀
と
な

す
。
五
薀
を
色
心
の
二
法
に
摂
す
る
故
に
、
此
は
即
ち
名
色
な
り
と
云
う
。
色
は
即
ち
四
陰
等
と
は
、
色

心
の
体
を
示
す
。
色
心
は
即
ち
六
大
な
る
が
故
に
、
五
字
・
五
大
は
即
ち
是
れ
六
大
な
り
。
五
智
如
来
等

と
は
、
次
で
の
如
く
仏
・
金
・
蓮
の
三
部
な
り
。
六
大
即
ち
是
れ
三
部
・
五
部
な
る
こ
と
を
明
す
な
り
。

凡
そ
日
月
等
と
は
、
一
身
の
中
に
於
て
所
当
有
る
べ
し
。
今
は
詳
か
な
ら
ず
矣
。
且
く
字
門
に
約
さ
ば
、

日
月
は
、
謂
く@

Z

の
二
字
な
り
。
五
星
は
、
即
ち
五
阿
な
り
。
十
二
宮
は
、
謂
く
十
二
摩
多
な
り
。

廿
八
宿
は
、
謂
く
二
十
は
、
謂
く
男
声
の
二
十
字
な
り
。
八
は
即
ち
遍
口
の
八
字
な
り
。
惣
じ
て
二
十
八

を
成な

　

る
な
り
。
夫
れ
常
途
の
教
に
説
く
法
性
は
、
空
寂
に
し
て
而
も
無
相
・
無
形
に
し
て
第
一
義
の
中
に

は
仏
、
尚
を
不
可
得
な
り
。
豈
に
色
等
の
諸
法
有
ら
ん
や
。
今
、
此
の
宗
の
意
は
、
爾
ら
ず
。
法
性
と
は
、

謂
く
五
字
な
り
。
五
字
は
法
爾
に
し
て
仏
の
自
作
に
非
ず
。
亦
他
を
し
て
作
さ
し
め
ざ
る
故
に
名
け
て
無

尽
と
な
す
。
其
の
形
は
、
方
・
円
・
三
角
等
。
其
の
色
は
、
黄
・
白
等
に
し
て
法
爾
に
此
れ
等
の
形
色
を

具
す
。
故
に
即
ち
可
軌
と
な
す
。
世
の
五
行
・
五
蔵
等
の
一
切
の
諸
法
を
成
ず
。
法
性
、若
し
無
相
な
ら
ば
、

何
に
縁
て
か
是
の
如
き
諸
法
を
成
ず
る
を
得
ん
や
。
法
性
と
は
、
性
を
ば
不
及
に
名
く
、
法
は
謂
く
五
字

な
り
、
即
ち
此
れ
可
軌
な
り
。
亦
は
名
け
て
法
と
な
す
。
此
は
即
性
即
法
な
り
。
故
に
法
性
と
名
く
。
又

法
は
、
謂
く
差
別
世
の
五
大
等
の
諸
法
な
り
。
性

五字

は
、
謂
く
彼
の
法
が
所
依
の
体
性
な
り
。
即
ち
法
之

476/4477/1

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
三

『
興
大
全
』
七	
・

一
一
四
三



―27―

隆瑜撰『五輪九字秘釈拾要記』の研究⑺（福田）

『
大
正
』
三
九
・

六
九
三	

ｃ

477/2

『
定
弘
大
全
』

三	

・
二
三

性
を
法
性
と
名
く
。
此
の
二
義
は
並
に
不
及
に
約
し
て
釈
す
る
な
り
。
又
世
間
の
一
切
法
は
、
本
来
無
性

に
し
て
乃
至
郝
虚
の
如
し
。
得
べ
き
こ
と
有
る
こ
と
無
し
、故
に
名
け
て
法
性
と
な
す
。
即
ち
随
縁
之
性
、

法
即
性
な
り
。
是
を
以
て
随
縁
の
声
字
及
び
方
円
等
の
形
色
は
、
法
性
従
り
起
て
、
法
性
と
無
二
無
別
に

し
て
悉
く
是
れ
法
身
の
仏
の
密
名
名
字
な
り
。
故
に
宗
家
の
云
く
、「
諸
の
顕
教
の
中
に
は
四
大
等
を
以

て
非
情
と
し
、
密
教
は
此
を
説
い
て
如
来
の
三
昧
耶
身
と
な
す
」。
故
に
字
形
及
び
三
形
を
観
れ
ば
、
自

然
に
法
性
に
入
り
、
毘
ル
サ
ナ
の
覚
位
を
成
じ
、
五
薀
を
動
ぜ
ず
五
分
法
身
と
な
す
。
若
し
法
性
無
相
無

形
な
ら
ば
、
豈
に
是
の
如
き
成
就
を
得
る
こ
と
有
ら
ん
や
。『
疏
』
第
十
一

十
丁

右　

に
云
う
、「
善
男
子
、
真
言
加

持
力
の
故
に
法
爾
に
し
て
而
も
生
じ
、
過
越
す
る
所
無
し
、
三
昧
不
越
を
以
て
の
故
に
と
は
、
謂
ゆ
る
真
言

の
悉
地
は
本
よ
り
来
た
成
就
せ
り
。
何
を
以
て
の
故
に
、
如
来
現
に
是
の
如
く
の
法
を
証
し
た
ま
う
に
よ
っ

て
、
謂
ゆ
る
阿不

生
中
道字

自
体
は
本
従
り
以
来
無
量空

　

の
自
在
力
・

有不種
智

思
議
力
を
具
足
せ
り
。
此
の
悉即

空
寂
空
相

地
の
体
は
常

住
不
変
な
り
。
但
し
行
人
自
か
ら
了
知
せ
ざ
る
に
由
る
が
故
に
、
是
の
如
く
の
果
を
得
ず
。
今
、
此真

言
加
持の
行

を
以
て
其
の
身
口
意
業
を
浄
む
る
と
き
、
若
し
能
く
法
と
相
応
す
れ
ば
、
即
ち
自
か
ら
成
就
す
。
諸
法
自

爾
に
し
て
終
に
虚
し
か
ら
ず
。○
甚
深
不
思
議
縁
生
理
と
は
、若
し
真
言
の
本
体
、先
よ
り
成
就
せ
ざ
れ
ば
、

則
ち
感
に
随
っ
て
而
も
応
じ
て
期
限
を
失
せ
ざ
る
こ
と
能
わ
ず
。
若
し
真
言
に
是
の
力
有
り
と
雖
も
、
而

も
行
人
の
心
行
は
未
だ
与と

も

に
相
応
せ
ざ
れ
ば
、
則
ち
亦
彼
を
し
て
加
持
顕
現
せ
し
む
る
こ
と
能
わ
ず
、
然

る
に
縁
会
す
る
と
き
は
自
か
ら
成
す
」云
云
。
応
に
知
る
べ
し
、
縁
会
す
れ
ば
自
ら
成
す
る
が
故
に
、
明
す
所
の
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五
字
等
の
法
門
は
、
即
ち
是
れ
修
行
進
趣
之
往
路
、
即
身
成
仏
之
要
津
な
り
。
夫
れ
即
身
成
仏
と
は
、
此

の
身
は
是
れ
法
爾
の
五
輪
な
り
。
膝
輪
を
地
と
し
、
乃
至
頂
輪
を
虚
空
と
な
す
、
是
を
即
身
と
云
う
。
此

の
身
是
れ
法
性
塔
婆
毘
ル
サ
ナ
三
昧
な
り
。
然
る
を
迷
を
以
て
の
故
に
自
ら
生
死
流
転
の
穢
身
な
り
と
し
、

是
を
自
ら
棄
と
な
す
故
に
。『
文
殊
五
字

ノ
頌
』
に
云
う
、「
或
は
一
念
を
起
し
、
我
は
是
れ
凡
夫
と
言
わ
ば
、

三
世
の
仏
を
謗
す
る
に
同
じ
。
法
の
中
に
重
罪
を
結
ぶ
」云
云
。
諸
仏
の
大
智
、此
の
理
と
照
見
す
る
が
故
に
、

自
在
神
力
加
持
三
昧
に
住
し
、
而
も
五
字
甚
深
の
法
門
を
説
き
、
身
分
に
布
せ
し
む
。
若
し
行
人
、
心
行
、

此
れ
と
相
応
し
て
諸
法
本
不
生
を
覚
り
、
則
ち
法
性
を
し
て
顕
現
せ
し
め
、
五
薀
の
当
相
は
即
ち
是
れ
五

分
法
身
な
り
。
之
を
成
仏
と
謂
う
故
に
第
六
に
云
う
、「
我
覚
本
不
生
と
は
、
謂
く
自
心
は
本
従
り
以
来
不

生
な
り
と
覚
る
。
即
ち
是
れ
成
仏
な
り
。
而
実
に
は
無
覚
無
成
な
り
。
一
切
衆
生
は
是
の
如
き
常
寂
滅
相

を
解
せ
ず
、
分
別
し
て
妄
に
生
死
有
り
と
云
い
、
六
趣
に
輪
廻
す
。
自
出
す
る
こ
と
能
わ
ず
。
今
、
正
法

の
高
を
聞
け
ど
も
還
っ
て
種
々
有
為
事
迹
に
於
て
推
求
し
、
投
計
し
て
妄
り
に
成
仏
を
冀
く
、
何
ん
ぞ
得

る
理
有
ら
ん
や
」。
又
『
即
身
義
』
に
『
法
花
軌
』
を
引
き
て
云
う
、「
法
身
真
如
観

五
字
に
入
り
、
一
縁
一

相
平
等
な
る
こ
と
猶
し
虚
空
の
如
し
、若
し
能
く
専
注
し
無
問
に
修
習
す
れ
ば
、現
生
に
則
ち
初
地
に
入
り
、

頓
に
一
大
阿
僧
祇
劫
の
福
智
の
資
糧
を
集
得
す
」

云
云
。
即
ち
是
れ
即
身
成
仏
な
り

已上

。
寂
師
、
文
の
大
意

を
述
べ
、
具
に
消
釈
せ
ず
、
故
に
欠
略
を
補
わ
ば
、
内
の
五
蔵
・
外
の
五
形
等
と
は
、『
印
明
決
』
空
下

四丁

に
、

「
五
字
を
法
性
内
五
大
と
な
す
」。『
五
重
結
護
』
に
曰
う
、「
五
大
種
子
真
言
を
観
る
。
○
謂
く@

『
大
正
』
三
九	

・

六
四
六
ｂ

『
定
弘
大
全
』

三
・
二
六

477/3

『
大
正
』
一
九	

・

六
〇
二
ａ

477/4
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Y
X
P
a

の
字
な
り
。
其
の
位
の
所
義
、
訓
は
別
に
在
り
、
之
を
略
す
。
本
不
生
不
可
得
・
言
説
不
可
得
・

染
浄
不
可
得
、
因
業
不
可
得
、
等
空
不
可
得
各
互
に
五
義
を
具
す
円
融
無
礙
な
り
。
此
の
内
の
法
性
の
五

大
な
り
。
外
の
五
大
と
其
の
性
無
二
平
等
な
り
。
所
以
に
自
身
即
ち
法
界
、
法
界
即
ち
自
身
、
事
々
円
融

遍
ぜ
ざ
る
所
無
し
。『
疏
』
十
六

廿
六

丁　

に
云
う
、「
阿
字
は
是
れ
金
剛
輪
、
金成

正
党
　剛

座
に
昇
ら
ん
と
欲
す
る
が
為
、

先
ず
阿
字
を
観
じ
て
初
と
な
し
、
還す

な
わ
　ち

金

@

剛
を
以
て
而
も
金身

也

剛
を
持
し
、
此
の
字
を
観示

形
色
　じ

て
方
形
を
作
す

べ
し
。
然
し
て
此
の
字
の
形
体
亦
方
な
り
。
此
の
字
の
正
方
を
観
じ
て
金
剛
之
色黄

　

を
作
し
、
行
者
の
内
身

に
遍
満
す
る
こ
と
身
之
地
大
の
遍
ぜ
ざ
る
所
無
き
が
如
し
。
次
に
水
三
昧
を
作
さ
ば
、
謂
く
縛
字
を
観
じ

て
円
明
に
処お

け在
、
其
の
色
正
白
に
し
て
亦
其
の
身
に
遍
満
せ
り
、
然
し
て
此
の
字
の
形
亦
た
円
な
り
。
前

に
阿
字
を
観
じ
已
て
一
身
に
遍
せ
り
。
今
後
に
身
に
遍
ず
る
こ
と
、
猶
し
水
大
の
遍
く
一
身
に
洽う

る
おし

て
彼

の
地
大
と
相
妨
げ
ざ
る
が
如
し
。
次
に
羅
字
を
観
じ
て
三
角
赤
色
と
作
せ
。
此
の
字
即
ち
三
角
の
形
状
を

作
る
。
囉
字
を
亦
猶
し
一
切
処
に
遍
す
る
こ
と
、
猶
し
身
中
の
火
大
の
如
し
。
次
に
訶
字
を
観
じ
て
倒
な

る
半
月
之
形
に
作
せ
、
其
の
色
黒
な
り
。
彼
の
字
中身

　

に
在
る
色
、
又
深
黒
な
り
。
亦
身
に
遍
す
る
こ
と
猶

し
身
中
の
風
大
の
如
し
。
地
・
水
・
火
・
風
は
、
是
れ
外
境
な
り
。
外
従
り
内
を
照
す
、
即
ち
是
れ
阿
縛

羅
訶
の
字
な
り
。
以
て
其
の
身行

者

に
加
す
。
此
の
阿
は
、
即
ち
是
れ
法
界
之
性
な
り
。
一
切
法
本
不
生
に
似

る
が
故
に
、
即
ち
法
界
に
同
な
り
。
阿
字
に
似
る
が
故
に
余
の
水
火
風
も
当
に
知
る
べ
し
、
亦
是
れ
法
界

清
浄
之
性
な
り
」
文
。
私
に
云
う
、
自
家
六
大
無
礙
の
義
は
、
字
門
従
り
而
し
て
建
立
す
。
謂
ゆ
る
法
性
内

『
大
正
』
三
九	
・

七
四
九
ａ

478/1478/2
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五
大
是
れ
な
り
。
然
も
法
性
内
の
五
大
と
世
間
外
の
五
大
と
無
二
無
別
な
り
。
此
の
内
外
五
大
共
に
法
界

に
遍
ず
。
平
等
平
等
の
故
に
法
界
即
自
身
、
自
身
即
法
界
な
り
。
問
う
、
法
性
内
五
大
と
世
間
外
五
大
と

同
異
の
相
如
何
ん
。
答
う
、
世
間
の
外
五
大
と
は
、
且
く
器
世
間
の
如
し
と
は
、
風
水
等
の
五
輪
は
衆
生

の
業
に
因
て
出
す
。
是
を
以
て
『
住
心
論
』
に
曰
く
、「
五
輪
は
何
に
因
て
か
出
づ
る
。
衆
生
の
業
の
然
ら

し
む
る
な
り
」

云
云
。
是
れ
有
漏
な
り
、
亦
有
為
な
り
。
今
、
五
字
門
を
以
て
五
大
を
加
う
、
即
ち
無
為
金

剛
不
壊
界
と
成
る
。『
尊
勝
軌
』
に
引
く

云
云
。
又
『
印
明
決
』
空
中

二
十

丁　

に
、
不
増
不
減
の
五
字
を
説
く
を
明

す
。『
蔵
記
』
并
『
胎
梵
字
次
第
』
第
六
、『
疏
』
八
の
文
を
引
き
已
て
、
私
に
云
う
、
三
種
悉
の
如
し
と
は
、

五
方
・
五
大
・
五
処
・
五
輪
・
五
智
・
五
仏
・
五
部
・
五
蔵
・
五
薀
・
五
根
・
五
星
・
五
色
・
五
味
・
五
行
、

乃
至
五
季
等
皆
な
説
い
て
五
字
門
と
な
し
一
切
法
を
摂
す
、
開
国
松
簫
の
告
ぐ
、『
五
行
大
義
』
第
一

十
七

右　

に

云
う
、「
行
を
五
と
曰
う
は
、
万
物
を
明
す
に
数
多
な
り
と
雖
も
数
、
五
に
過
ぎ
ざ
る
を
明
す
故
に
、
天
に

在
て
は
五
星
と
し
、
其
の
神
を
五
帝
と
す
。
孔
子
の
曰
う
、
昔
、
丘
、
諸
老
聃
に
聞
く
、
云
う
に
天
に
五

行
有
り
、
木
・
金
・
水
・
火
・
土
。
其
の
神
を
之
を
五
帝
と
謂
う
、
地
に
在
て
五
方
と
し
、
其
の
鎮
を
五

岳
と
す
。『
物
理
論
』
に
云
う
、「
之
を
鎮
す
る
に
五
岳
を
以
て
す
と
。
人
に
在
て
は
五
蔵
と
な
す
。
其
の

□身
中
の
身
な
り

五
官
、
黄
帝
の
『
素
問
』
に
云
う
、「
五
蔵
の
□
は
五
官
に
在
り
、
眼
・
耳
・
口
・
鼻
・
舌
な
り
。
五

行
□
に
相
載
し
、
体
王
相
生
し
万
物
を
生
成
す
。
過
用
休
ま
ず
故
に
行
と
云
う
な
り
」云
云
。
問
う
、
自
宗

の
意
は
、五
大
之
外
に
識
大
を
立
つ
。
謂
ゆ
る
六
大
無
礙
常
瑜
伽
な
り
。
之
に
依
て
『
即
身
義
』
並
に
『
大

『
定
弘
大
全
』

二
・
一
三

『
定
弘
大
全
』

三
・
二
三

478/3
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日
経
開
題
』
は
、六
字
を
以
て
能
造
の
体
と
す
。
何
ん
ぞ
必
ず
五
字
を
限
り
六
字
を
用
い
ざ
る
や
。
答
う
、

『
即
身
義
』
に
、
六
大
無
礙
の
頌
を
釈
せ
ん
が
た
め
に
我
覚
本
不
生
乃
至
諸
法
本
不
生
の
偈
を
引
証
し
て
、

因
に
種
子
を
出
し
て
、@

\
X
`
b
`

と
曰
う
。
後
の`

は
経
軌
に
其
の
説
無
し
と
雖
も
、
大
師
始
め
て

大
悲
胎
蔵
八
字
の
真
言
の
初
中
を
取
り
、
彼
の
種
字
真
言
と
す
（『
対
受
記
』
の
意
是
の
如
し
）。
是
れ
則
ち
五

大
に
慮
知
之
義
有
る
こ
と
を
表
す
た
め
に
、
且
く
識
大
種
子
を
加
え
給
う
な
り
。
況
ん
や
我
覚
本
不
生
及

び
諸
法
本
不
生
の
文
に
識
大
の
句
有
り
と
雖
も
経
疏
に
並
に
説
て
字
旋
陀
羅
尼
と
云
う
。『
即
身
義
』
に
亦

上
の
偈
を
釈
し
て
、
此
の
頌
偈
は
五
仏
の
三
摩
地
に
約
し
て
是
の
如
き
説
を
作
す
と
断
ず
る
。
而
も
密
の

五
大
と
は
、
五
字
・
五
仏
な
り
、
仏
に
既
に
六
仏
無
し
、
誰
に
対
し
て
か
六
字
を
用
う
る
や
。
之
を
思
い

見
る
べ
し
。『
元
瑜
記
』
中

二
十
丁

已
下　

に
具
に
之
を
弁
ぜ
り
、
見
よ
。
六
大
法
身
と
は
、『
東
記
』
六

七右

に
云
う
、「
六

大
の
位
に
人
法
教
義
・
色
心
迷
悟
・
一
切
の
諸
法
悉
く
之
を
具
す
。
体
大
に
万
徳
有
り
、
故
に
相
・
用
二

大
此
の
中
自
り
出
生
す
。
若
し
六
大
無
形
・
無
形
無
人
・
無
法
に
し
て
能
く
一
切
の
人
法
を
生
ぜ
ば
、
所

生
の
四
万
・
三
密
本
無
今
有
の
無
体
有
用
の
失
、
之
有
る
べ
き
故
に
、
謂
ゆ
る
一
切
の
色
は
五
色
を
本
と

な
す
。
一
切
形
は
五
形
を
本
と
な
す
。
是
の
如
き
五
方
・
五
季
・
五
音
・
五
字
等
一
切
の
法
の
中
に
五
法

を
以
て
惣
徳
と
な
す
。
此
の
五
法
各
縁
盧
を
具
す
故
に
諸
法
に
於
て
又
識
大
有
り
。
此
の
六
大
を
諸
法
の

体
性
と
す
。
若
し
仏
境
界
に
於
て
之
を
云
え
ば
、
五
仏
是
れ
本
な
り
。
此
の
五
仏
を
合
し
て
惣
体
と
成
す

故
に
毘
ル
サ
ナ
即
ち
六
大
法
身
な
り
と
云
う

已上

。
五
智
如
来
と
は
、
自
性
輪
身
な
り
。
五
大
等
は
、
正
法
輪

『
定
弘
大
全
』

四
・
六
一

『
定
弘
大
全
』

三
・
一
九

478/4

『
定
弘
大
全
』

三
・
二
〇

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
三

479/1

『
秘
蔵
』の
未

九丁
弁
ず
べ
し
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身
。
五
大
明
王
は
、
教
令
輪
身
な
り
。
亦
仏
蓮
金
の
三
部
な
り
。
三
輪
身
の
義
は
、『
白
宝
口
抄
』『
仁
王
経

口
決
』
を
見
る
べ
し
、
凡
そ
日
月
五
星
等
と
は
、
隆
の
云
う
、『
法
鏡
禄
』

四
十	

六
右

に
云
う
、「
夫
れ
以
れ
ば
仏
天

遥
か
に
非
ず
、
心
中
に
し
て
則
ち
近
し
、
星
宿
外
に
無
し
、
身
を
棄
て
て
何
ん
か
求
め
ん
。
之
に
依
て
己

身
の
府
蔵
を
明
め
、
本
命
之
身
土
を
顕
さ
ん
。
謂
ゆ
る
心
上
八
分
の
肉
団
は
、
果
中
万
従
之
星
宿
な
り
。

八
弁
清
浄
之
花
を
ば
蓮
花
台
と
名
け
、
九
重
団
円
之
方
を
ば
満
月
輪
と
号
す
。
只
だ
是
れ
一
心
の
中
に
於

て
而
も
胎
蔵
金
剛
之
品
を
分
ち
、
一
体
の
上
に
於
て
而
も
素
白
丹タ

ン

赤
之
名
を
立
つ
。
然
れ
ば
則
ち
中
宮
辺

輪
は
、
是
れ
心
王
心
数
之
妙
閣
。
中
台
隅
葉
は
、
亦
自
性
眷
属
之
道
場
な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
五
蔵
府

の
体
相
は
、
専
ら
輪
円
五
智
之
仏
体
、
天
円
地
方
の
身
骨
は
、
併
ら
理
智
二
界
の
万
タ
な
り
。
内
に
五
智

を
証
し
、
東
西
南
北
中
と
号
し
、
光
を
和
け
、
外
に
は
五
形
を
示
し
て
、
仁
・
義
・
礼
・
智
・
信
と
号
し

て
物
を
利
す
。
天
に
は
五
星
を
顕
し
、
東
に
は
歳さ

い

星
、
南
に
は
熒
惑
、
西
に
は
大
伯
、
北
に
は
辰
星
、
中

に
は
鎮
星
是
れ
な
り
。
地
に
は
五
神
を
現
じ
、
左
は
青
龍
、
右
は
白
虎
、
前
は
朱
雀
、
後
は
玄
武
、
中
は

匂
陳
是
れ
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
五
体
不
調
を
行
ず
れ
ば
、
五
行
官
神
崇
を
成
す
。
五
常
軌
則
を
守
れ
ば
、

天
地
の
神
霊
恵
を
垂
る
。
是
れ
則
ち
天
地
に
昇
降
無
け
れ
ど
も
、
人
倫
に
円
通
じ
、
上
下
に
策
す
れ
ど
も
、

潜ひ
そ
かに

陰
陽
に
亘
る
の
故
な
り

云
云
。其

の
文　

見
る
べ
し

、
隆
の
云
う
、八
弁
肉
団
は\

|
b
�

に
し
て
、
即
ち
色
心
に
し
て
、

即
ち
両
部
な
り
。
此
の
物
体
は
即
ち
宮
殿
、
楼
閣
、
道
場
な
り
。
之
に
由
て
五
蔵
六
府
は
即
ち
五
智
仏
体

な
り
。
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
五
智
は
五
行
・
五
星
と
顕
る
。
其
の
根
元\

|
b
�

の
二
心
な
り
。
是
れ
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479/3

行
者
の
心
身
之
外
に
星
宿
本
尊
を
す
べ
か
ら
ず
所
以
な
り
。
又
云
う
、
陰
陽
と
は
、
天
地
之
法
体
。
五
星

と
は
、
五
方
之
本
主
な
り
。
日
月
は
、
陰
陽
之
惣
主
、
羅
計
と
は
日
月
之
交コ

ウ

蝕シ
ヨ
クな

り
。
本
命
七
星
と
は
、

五
星
に
日
月
を
加
う
。
当
年
九
曜
と
は
、
七
星
に
羅
計
を
副ソ

エ

る
。
二
六
十
二
宮
と
は
、
諸
曜
輪
転
之
棲

ス
ミ
カ

。

四
七
二
十
八
宿
と
は
、
衆
星
順
之
泊ト

マ
リな

り
文
。
又
云
う
、
竊
に
以
れ
ば
、
日
輪
は
、
胎
蔵
之
楼
閣
。
月
輪
は
、

金
界
之
宮
殿
な
り
。
蓮
花
部
之
覚
王
、
月
輪
に
入
る
を
仏
眼
と
号
し
、
金
剛
部
の
遮
那
、
日
輪
に
入
る
を

金
輪
と
称
す
。
又
四
智
を
遍
輪
に
示
し
、
四
行
を
隅
葉
に
表
わ
す
。
又
胎
金
不
二
之
身
・
定
恵
一
如
之
体
、

此
を
普
賢
延
命
と
名
く
。
又
金
剛
薩
埵
は
、
倩

ツ
ラ
シ
ク『

秘
決
』
を
案
ず
る
に
、
粗ほ

ぼ

口
伝
を
思
い
。
日
曜
と
は
、

胎
蔵
の
大
日
、
月
輪
と
は
、
金
界
の
覚
王
。
羅p

と
は
仏ブ

ツ

母
、
計
都
星
と
は
、
一
字
。
五
星
と
は
、
五
仏

等
流
之
粧ヨ

ソ
ヲい

。
九
執
と
は
、
九
尊
随
類
之
容カ

タ
チ。

或
は
医薬

師

王
脇
士
の
二
尊
、
日
月
を
顕
わ
し
て
東
西
し
、
或

は
弥
陀
の
羽
翼
の
両
聖
、
昼
夜
を
照
し
て
出
入
す
。
又
七
星
は
、
七
仏
薬
師
之
応
迹
・
七
母
女
天
の
別
体

な
り
。
或
は
梵
釈
大
弁
四
天
王
。
或
は
大
虚
空
蔵
、
六
観
音
異
説
是
れ
多
く
相
伝
区
分
れ
た
り
。
乃
至

二
六
四
七
之
宮
宿
、
八
封
九
宮
之
亀
龍
は
、
皆
な
是
れ
普
門
示
現
之
尊
形
、
応
化
随
縁
之
妙
体
な
り
。
然

れ
ば
則
ち
内
証
至
り
て
貴
く
、
恩
徳
の
高
く
九
山
の
如
く
、
外
用
殊
に
妙
な
り
。
弘
誓
深
く
八
海
の
如
し
。

是
の
故
に
一
字
金
輪
の
下
に
は
北
辰
、
北
年
不
老
之
齢
を
譲
り
、
仏
眼
部
母
の
眼
の
前
に
は
七
曜
九
執
不

死
之
業
を
授
く
。
之
に
依
て
降
臨
の
縁
日
を
迎
て
事
理
之
妙
供
を
備
え
、
相
応
の
良
辰
を
点
し
て
本
迹
之

功
徳
を
讃
ず
。
香
花
は
浅
略
の
供
に
非
ず
。
中
道
実
相
之
匂に

お
ひ

有
り
。
茶
葉
は
深
秘
の
用
を
具
す
。
醍
醐
甘

479/4
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露
之
味
を
兼
た
り
。
然
れ
ば
則
ち
一
時
の
恭
敬
は
遍
く
三
世
常
怛
之
行
に
亘
た
り
、
一
座
の
発
勤
は
、
広

く
十
方
法
界
之
供
に
及
ぶ

云
云
。
是
の
如
き
深
義
有
る
が
故
に
、
此
に
於
て
列
し
出
す
こ
と
宜
な
り
矣
。
是

れ
皆
な
法
性
之
五
字
・
五
大
を
流
出
す
る
な
り
。
人
の
形
体
を
成
ず
と
は
、
北
斗
法
、
自
宗
に
具
わ
り
、
下

に
至
っ
て
託
す
べ
し
。
山
嶋
大
地
と
は
、現
流
の
軌
に
嶋
を
海
に
作
る
、一
本
の
軌
に
は
嶋
に
作
る
。『
秘
釈
』

に
同
じ
、
可
な
り
。
五
字
・
五
大
の
形
色
等
、
上
に
於
て
粗ほ

ぼ

之
を
記
し
已
ん
ぬ
。@

字
と
は
、
地
大
、
其

の
性
堅
な
り
。
其
の
業
用
と
は
、
持
な
り
。
本
不
生
と
は
、
遮
情
に
約
し
、
無
自
性
の
義
な
り
。
表
徳
義

に
依
る
。
本
不
生
と
は
、
本
有
、
始
生
の
義
に
あ
ら
ず
。
彼
の
諸
法
は
法
性
に
会
し
、
塵
々
の
当
相
、
真

理
を
表
す
。
法
爾
の
道
理
の
故
に
名
け
て
実
際
と
本
さ
く
。
之
に
依
て
一
切
の
法
生
を
見
る
時
、
直
に
本

不
生
を
見
る
な
り
。
是
れ
従
り
前
に
能
作
の
者
無
し
。
本
有
の
体
相
始
て
生
起
す
る
に
非
ず
。
故
に
本
不

生
と
は
、
空
理
無
相
に
非
ず
。
縁
起
の
有
相
を
取
る
。『
大
疏
』
に
、「
不
生
に
し
て
而
も
生
な
り
、
生
に

し
て
而
も
不
生
な
り
、
無
相
之
相
々
常
相
な
り
」云
云
。
凡
そ
地
大
と
は
、@

字
不
生
の
故
に
亦
不
滅
な
り
、

不
生
不
滅
な
る
は
、自
か
ら
是
れ
不
動
転
の
義
な
り
。
此
れ
不
動
の
理
に
安
住
す
る
は
、諸
法
の
本
と
な
す
。

此
の@

字
不
生
の
理
、
形
に
顕
る
る
時
は
、
方
質
な
り
。
四
方
均
等
の
貌
は
、
是
れ
安
住
不
動
勢
力
之
諸

法
を
任
持
す
る
。
悉
く
方
形
の
徳
な
り
。
是
れ
則
ち
方
形
本
不
生
の
理
と
相
応
し
て
義
を
顕
す
な
り
。
堅

の
徳
は
、
触
塵
多
し
と
雖
も
、
堅
体
は
万
法
の
所
依
と
成
て
正
し
く
身
体
に
触
受
す
る
。
自
然
に
堅
の
徳

を
成
す
。
業
用
持
の
義
と
は
、
任
持
の
義
は
独
り
堅
の
体
を
以
て
其
の
功
を
施
す
。
是
れ
皆
な@

字
不
生

480/2

『
大
正
』
三
九	

・

五
九
二
ａ

480/1

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
三
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の
源
理
、
事
法
に
在
り
。
各
々
業
用
を
成
じ
、
一
々
色
相
、
一
々
作
業
、
法
性
の
徳
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

無
く
、
世
間
の
事
法
の
外
に
法
性
有
り
と
言
わ
ば
、
是
れ
謬
見
に
し
て
秘
密
の
境
界
に
非
ざ
る
な
り
。

河
海
万
流
と
は
、
現
軌
に
は
江
河
流
と
作
す
。
一
本
の
軌
に
は
、
江
海
万
流
と
作
す
。『
秘
尺
』
は
、
江
を

河
と
改
む
る
な
り
。
凡
そ
言
説
と
は
尋
伺
観
戯
論
に
依
ら
ば
起
る
、
無
分
別
の
法
性
に
於
て
更
に
意
言
の

境
に
非
ず
、
是
の
故
に
離

Z

言
と
云
う
、
是
れ
遮
情
な
り
。
表
徳
に
依
て
能
詮
・
所
詮
無
二
は
能
所
を
離
る
と
、

離
言
と
云
う
な
り
。
円
形
と
は
、
不
在
一
処
・
旋
転
無
窮
の
形
な
り
。
古
徳
は
不
住
一
録
と
云
う
、
円
珠

を
玉
盤
に
安
る
が
如
し

云
云
。
是
れ
則
ち
水
性
は
器
に
随
っ
て
不
定
の
貌
な
り
、
亦
是
れ
言
説
無
窮
転
之
徳

な
り
。
善
悪
是
非
、
一
切
の
名
言
は
義
に
随
っ
て
転
用
し
て
而
も
窮
尽
有
る
こ
と
無
し
。
彼
の
水
は
、
法

爾
に
円
相
を
作
し
、
海
水
・
江
河
・
井
池
・
枝
端
・
草
顔
・
露
湍
・
降
雨
等
、
皆
な
法
然
白
爾
の
円
体
を

表
す
。
是
れZ

字
言
説
無
窮
転
法
性
な
り
。
湿
性
と
は
、
諸
法
に
触
著
し
て
摂
し
て
而
も
散
ぜ
ざ
ら
し
む
。

是
れ
則
ち
水
気
無
降
の
故
に
万
法
に
通
徹
し
て
、
内
外
に
遍
在
す
。
是
の
故
に
他
物
を
し
て
一
処
に
帰
せ

し
む
。
此
れ
湿
徳
と
云
う
。
或
は
云
う
、
水
中
の
山
島
・
大
池
・
須
弥
等
、
皆
な
水
大
不
散
之
徳
な
り
。

摂
徳
と
は
、湿
の
故
に
諸
法
一
処
に
聚
集
し
て
散
失
せ
ず
。
故
に
摂
取
の
義
自
ら
有
り
。
大
師
の
言
う
、「
妙

高
山
八
万
由
膽
那
、
若
し
水
大
に
能
く
之
を
摂
す
る
功
無
く
ん
ば
風
に
随
っ
て
離
散
す
」云
云
。
金
玉
珠
宝
等

と
は
、『
軌
』
に
、
珠
を
珍
に
作
る
。『
印
明
決
』
空
下

三丁

、『
白
宝
吉
祥
天
法
』
所
引
に
は
珍
に
作
る
を
好

と
す
。
金
と
は
知
る
べ
し
。
玉
と
は
惣
じ
て
玉
を
指
す
か
。
珍
宝
と
は
、
別
し
て
夜
叉
玉
趙
氏
の
玉
の
如
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き
を
指
す
か
。
日
月
星
辰
と
は
、
知
る
べ
し
。
火
珠
と
は
、『
秘
蔵
』
下
未

十
三

丁　

に
云
う
、「
日
輪
は
五
十
一

踰
繕
那
、
下
面
は
頗t

迦
宝
火
珠
所
成
な
り
。
能
く
熱
能
照
」
文
、『
頌
疏
』
十
一

十
六

右　

に
云

云
。
見
る
べ
し
。

案
ず
る
に
此
の
段
は
『
倶
舎
論
』
の
意
か
、尋
ぬ
べ
し
。
光
明
と
は
、下
に
在
り
。
義
は
上
に
通
ず
る
な
り
。

˝

字
と
は
、
宝
部
南
方
の
宝
珠
種
子
な
り
。
塵
即
不
可
得
に
入
る
。
離
塵
の
義
な
り
。
離
塵
の
故
に
如
意

宝
珠
な
り
。
火
性
と
は
、
熱
気
勇
猛
に
し
て
諸
法
に
亘
り
、
和
合
し
て
法
離
散
な
ら
し
む
る
を
徳
と
な
す
。

法
の
離
散
は
、
微
塵
是
れ
極
な
り
。
今
、
此
の
極
微
は
即
ち
塵
垢
の
体
な
り
。
諸
の
浄
物
は
塵
類
に
触
る

れ
ば
垢
穢
と
作
す
。X

字
塵
垢
の
義
、
即
ち
是
れ
火
体
な
り
。
塵
類
本
よ
り
垢
穢
な
る
が
故
に
、
此
の
外

に
垢
有
り
、
染
之
物
無
し
。
是
の
如
く
能
染
所
を
離
て
塵
垢
不
可
得
と
言
う
。
今
、
此
の
火
大
は
直
に
塵

垢
と
な
す
。
此
の
外
に
塵
垢
あ
っ
て
此
を
穢
さ
ず
、
故
に
能
所
染
を
離
る
。
煩
悩
即
菩
提
、
是
れ
離
塵
至

極
と
名
く
。
又
煗
と
は
乾
燥
の
義
な
り
。
寒
気
は
諸
法
と
凝
結
す
。
若
し
煗
気
に
触
れ
ば
必
ず
離
散
す
。

是
れ
煗
性
の
徳
な
り
。
又
煗
性
至
極
す
れ
ば
、
熱
気
と
成
り
、
熱
気
は
其
の
精
を
吐
く
。
即
ち
是
れ
火
大

な
り
。
熱
と
は
湿
育
の
義
な
り
。
諸
法
の
生
る
こ
と
必
ず
水
気
の
聚
集
に
依
る
。
若
し
火
無
く
爛
壊
し
て

流
注
す
べ
き
、
此
の
故
に
煗
気
を
施
し
て
其
の
体
を
壊
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
五
穀
万
果
等
と
は
、
五
穀
は
知
る

べ
し
、
万
菓
と
は
菓
実
な
り
。P

字
門
風
大
は
、
遠
離
因
縁
の
法
性
な
り
。
風
と
は
、
動
の
義
、
諸
法
の

離
合
不
定
に
し
て
彼
此
移
転
す
る
は
、即
ち
風
大
の
徳
な
り
。
是
れ
則
ち
万
法
の
気
出
現
す
る
形
な
り
、地
・

水
・
火
は
法
体
の
上
の
徳
な
り
。
此
の
風
大
は
業
用
を
取
り
、
法
界
体
性
の
業
用
に
し
て
縁
用
大
の
業
に
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非
ず
、
外
典
に
風
と
は
天
地
の
使
り
、
陰
陽
の
忿
り

云
云
。
皆
な
是
れ
色
心
諸
法
、
因
縁
和
合
の
成
立
す
る

自
性
な
り
。
長
と
は
、
長
養
生
の
徳
な
り
。
諸
法
増
長
は
、
風
大
の
動
転
に
依
る
。
若
し
動
転
に
寄
て
生

長
之
義
無
し
。
即
ち
是
れ
因
縁
生
の
義
、
長
養
の
業
を
成
す
な
り
。
秀
香
美
人
等
と
は
、
軌
と
文
字
出
没
有

り
、
校
す
べ
し
。
知
空
等
虚
空
の
義
と
は
、
遮
表
二
義
有
り
、
知
る
べ
し
。
青
色
と
は
衆
色
具
足
の
義
な
り
。

五
色
の
中
に
相
違
す
る
は
、
黒
白
二
色
是
れ
な
り
。
今
、
黒
白
斉
等
に
和
合
す
れ
ば
即
ち
青
色
と
成
す
。

是
の
故
に
青
色
は
黒
白
の
中
間
に
有
り
て
却
っ
て
黒
白
を
兼
ね
、
爾
に
此
の
青
色
は
光
輝
有
り
、
是
れ
黄

色
な
り
。
顕
了
分
明
な
る
は
赤
色
な
り
。
之
に
依
て
五
色
の
中
に
衆
色
具
足
の
義
は
青
色
殊
勝
た
り
。
故

に
空
の
色
と
す
る
な
り
。
又
団
形
と
は
、
方
円
不
二
・
衆
形
具
足
の
形
な
り
。
上
は
三
角
、
下
は
半
月
二

相
合
し
て
団
形
と
な
る
。
若
し
五
相
渉
入
す
と
見
れ
ば
、即
ち
是
れ
方
円
不
二
の
貌
な
り
。
之
に
依
て
方
円
・

三
角
・
半
月
・
団
形
具
足
円
満
す
れ
ば
、
即
ち
空
輪
・b

字
等
空
相
法
性
に
称
し
て
此
の
形
を
顕
す
な
り
。

又
表
徳
に
約
し
て
即
ち
転
円
具
足
・
無
降
無
礙
の
故
に
空
と
名
く
。
彼
此
の
諸
法
全
体
遍
収
し
て
互
に
異

相
無
し
、
同
一
如
々
相
と
し
て
具
せ
ざ
る
こ
と
無
し
。
故
に
虚
空
と
云
う
。
無
礙
と
は
、
衆
徳
輪
円
の
徳

業
な
り
。
若
し
一
縁
増
盛
す
れ
ば
余
法
に
於
て
礙
り
有
り
。
今
已
に
衆
相
を
含
ぜ
る
故
に
、
無
障
礙
の
義

を
成
ず
。
皆
な
是
れ
空
大
法
性
と
相
応
の
作
業
を
作
る
な
り
。
無
障
等
と
は
、
彼
の
無
礙
に
依
て
諸
法
に

於
て
障
を
成
ぜ
ず
。
不
障
増
長
の
縁
と
成
じ
て
万
善
を
生
長
せ
し
む
。
皆
な
是
れ
空
輪
の
徳
な
り
。
世
間

の
草
木
及
び
情
非
情
乃
至
法
身
の
果
位
、
皆
な
空
輪
無
障
礙
の
徳
に
依
り
展
転
増
長
、
法
界
に
周
遍
す
、
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是
れ
皆
な
空
輪
作
業
な
り
。
是
の
如
く
空
大
の
徳
な
る
故
に
所
生
之
法
は
黙
し
て
知
る
べ
し
、
是
れ
万

善
を
生
ぜ
し
め
、
世
間
草
木
情
非
情
、
此
の
徳
に
依
て
増
長
す
る
が
故
に
、
其
の
中
の
滋
味
と
は
、『
字

典
』
に
云
う
、「
五
味
は
、
其
の
名
『
枹
朴
子
』
僊
茉
篇
、
移
門
子
五
味
子
を
服
し
て
十
六
年
、
色
は
玉

女
の
如
し
」
文
。
此
の
説
に
依
て
滋
味
と
は
、
顔
色
滋
い
増
し
、
美
女
の
如
し
と
云
う
意
な
ら
ん
。

福
徳
高
貴
はb

字
よ
り
荘
厳
す
と
は
、
荘
厳
と
は
、
福
智
の
二
厳
な
り
。
按
ず
る
に
、
是
れ
は
此
れb

字

虚
空
蔵
の
義
な
ら
ん
。『
白
宝
口
虚
空
蔵
法
』
の
下
に
云
う
、「『
摂
真
実
経
』
に
は
、
胎
蔵
と
号
す
。
毘
ル

サ
ナ
の
胎
に
は
、
福
智
の
二
厳
を
含
す
故
に
、
虚
空
蔵
と
は
大
日
如
来
の
福
智
門
な
り
。
第
一
義
空
を
虚

蔵
と
な
す
。
福
智
之
二
種
の
珍
宝
を
納
れ
て
一
切
衆
生
に
施
与
す
る
故
に
、
仏
境
界
の
荘
厳
三
昧
を
成
就

す
る
」

云
云
。
又
『
五
大
虚
空
蔵
法
』
下
に
云
う
、「『
五
部
肝
心
記
』
に
云
う
、
五
大
虚
空
蔵
と
は
、
地
水

火
風
空
の
五
大
な
り
。
謂
く
法
界
に
遍
じ
て
無
所
不
至
の
体
、
是
れ
虚
空
の
義
な
り
。
空
は
即
ち
依
正
の

諸
法
皆
な
、
悉
く
含
蔵
の
故
に
蔵
と
云
う
。
五
大
・
五
輪
・
五
智
・
五
仏
・
五
性
・
五
蔵
・
五
音
、
皆
な

是
れ
万
法
の
性
融
し
て
五
尊
と
な
る
な
り
。
故
に
五
大
・
五
行
之
四
季
の
転
成
を
以
て
五
智
・
五
部
之
法

体
と
な
す
、
是
れ
生
死
流
転
之
事
法
を
改
め
ず
し
て
、
法
性
之
源
底
と
す
る
な
り
。
仍
ち
草
木
四
季
は
発

心
修
行
等
の
五
転
の
成
仏
、偏
に
五
大
虚
空
蔵
の
三
摩
地
法
門
な
り
。
惣
じ
て
天
地
に
亘
り
、内
外
に
通
じ
、

情
非
情
に
遍
じ
て
此
の
法
体
性
な
り
。
自
宗
之
草
木
成
仏
は
、
尤
も
此
の
法
自
り
起
る
な
り

云
云
。@

字
意

等
と
は
、
上
来
は
五
字
と
諸
法
と
能
所
生
を
明
す
。
以
下
は
五
字
の
徳
と
歎
じ
、
中
に
阿
字
を
挙
ぐ
、
余
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字
を
準
せ
し
む
る
な
り
。@

字
意
等
は
、『
軌
』
の
文
な
り
。
阿
字
の
甚
深
の
義
は
、
大
日
経
始
終
、
本

に
帰
す
。
阿
字
之
一
字
を
説
く
。『
秘
尺
』
第
一

五丁

、『
阿
字
秘
尺
』
同
第
三

二
十	

七
丁

『
一
期
大
要
』、阿
字
数
多

の
深
義
を
釈
す
。
其
の
外
、
阿
字
観
等
の
釈
、
見
る
べ
し
。『
大
例
』
第
三

初丁

、
略
し
て
之
を
出
す
。
今

の
此
の
文
は
、『
阿
字
秘
尺
』
上

廿
七

丁　

初
に
、『
疏
』
第
六

十
八

右　

に
、「
行
者
定
中
に
本
尊
を
観
じ
、
種
々
境
界

現
前
す
る
こ
と
有
ら
ん
。
本
所
縁
に
依
ら
ず
、
皆
な
取
ら
ず
。
十
縁
生
句
を
以
て
捨
し
、
味
著
せ
ず
」。
次

に
『
尊
勝
義
軌
』

初左

に
引
く
（
今
の
文
と
同
じ
）。
次
に
又
『
疏
』
第
六

二
十

右　

の
文
を
引
き
て
、
諸
法
空
と
観
じ
、

其
の
空
病
を
遮
す
る
義
を
明
し
、
次
に
『
秘
蔵
』
本

十
二

丁　

に
云
う
、「
如も

し

、
境
界
の
中
に
海
会
の
聖
衆
及
び
余

の
一
切
の
事
と
を
見
る
こ
と
、
皆
な
十
縁
生
句
に
入
り
て
観
察
す
べ
し
、
信
ん
ぜ
ず
し
て
而
も
之
を
信
じ
、

唯
だ
当
に
毎つ

ね
に
　心

を
本
不
生
際
に
係
け
て
、所
観
の
境
に
留
ま
る
こ
と
無
か
る
べ
し
」文
。
未
三
に
又
云
う
、「
十

喩
の
観
に
於
て
密
厳
海
会
現
前
す
る
時
に
、
陽
炎
の
如
し
と
観
ず
る
、
其
の
心
如
何
ん
ぞ
。
若
し
是
れ
至

極
な
り
と
思
わ
ば
其
の
意
留
著
し
、
又
満
心
を
作
す
。
譬
え
ば
鏡
を
磨
く
時
、
小
さ
き
影
像
を
現
ず
る
を

見
て
、
停
留
す
る
時
に
実
の
鏡
を
成
ぜ
ざ
る
が
如
し
」
文
。
次
に
第
三
疏
を
引
く
見
る
べ
し
。
次
に
瑜
公
私

案
に
云
う
、
今
、
此
の
十
喩
と
は
、
出
凡
の
至
要
、
入
仏
之
秘
軌
な
り
。
儀
軌
に
は
云
う
、
之
を
取
り
、

取
る
べ
か
ら
ず
。
又
捨
之
不
可
捨
と
云
う
。
記
の
中
に
は
、
不
信
而
信
と
云
う
。
又
無
念
而
念
と
云
う
。

此
の
中
に
味
い
有
り
、
心
を
留
め
て
之
を
思
え
。
迷
え
ば
則
ち
取
捨
倶
に
過
な
り
。
悟
れ
ば
則
ち
遮
表
同

徳
な
り
。
故
に
大
師
の
言
う
、「
迷
悟
已
に
在
り
、
執
無
く
し
て
而
も
到
る
」云
云
。
問
う
、
取
捨
信
不
の
義
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を
明
す
と
雖
も
、
猶
し
未
だ
其
の
意
を
詳
に
せ
ず
、
重
ね
て
請
示
し
説
か
ん
。
答
う
、
率
息
に
深
義
を
述

べ
難
し
、
聊い

さ
さ
　か

古
徳
の
釈
を
出
で
て
旨
を
示
さ
ん
。
実
範
上
人
の
云
う
、「
因
縁
生
の
法
は
、
即
ち
是
れ
仮

相
な
り
、
即
ち
是
れ
法
界
な
り
。
若
し
仮
相
を
見
て
至
極
と
す
る
時
、
則
ち
留
著
慢
の
過
失
有
る
が
故
に
。

所
見
の
現
の
境
を
見
て
信
す
べ
か
ら
ず
、
是
れ
法
界
は
至
極
な
り
、
是
れ
至
極
之
極
と
信
す
べ
き
を
言
う
。

仮
相
に
は
留
る
こ
と
勿
れ
。
当
に
心
の
至
極
に
係
る
べ
し
。
本
不
生
際
は
、
即
ち
是
れ
法
界
の
至
徳
な
る

が
故
に
」
文
。
又
中

初丁

に
云『

秘
尺
』第
九
 
十
八
右
 『
心
月
輪
』

う
、
覚Z

上
人
の
云
う
、「
夫
れ
心
理
は
色
相
を
離
る
、
色
相
は
心
理
に
非
す
。

知
る
べ
し
、
遮
情
遺
迷
之
意
な
り
。
表
徳
顕
之
実
義
に
非
ず
。
色
相
に
二
有
り
。
謂
ゆ
る
真
妄
・
仮
実
是

れ
な
り
。
今
、
絶
離
す
る
所
は
是
れ
妄
仮
をu

す
。
真
実
を
遣
す
に
非
ず
。
妄
仮
と
言
う
は
、
一
心
縁
起

之
色
相
（
顕
の
一
乗
の
色
相
な
り
）、
諸
識
所
変
之
影
像
な
り
（
三
乗
家
之
色
な
り
）。
真
実
と
言
う
は
、
法
身

法
爾
之
三
色
（
顕
形
表
な
り
）。
性
仏
性
然
之
四
万
な
り
（
大
三
法
羯
な
り
）」
文
。
此
の
釈
に
准
ん
じ
、
若
し

遮
情
遣
迷
の
色
な
ら
ば
、
則
ち
信
ぜ
ず
し
て
捨
て
て
取
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
表
徳
顕
実
之
色
な
ら
ば
、
則

ち
信
じ
て
而
も
取
て
捨
す
べ
か
ら
ず
。
謂
ゆ
る
性
仏
性
然
の
四
万
と
は
、『
疏
』
の
中
に
「
仏
は
謂
く
百
千

の
衆
事
。
刹
は
謂
う
浄
処
と
云
う
是
れ
な
り
。
法
仏
法
爾
の
三
色
と
は
、『
疏
』
第
六
に
云
う
、「
畢
竟
無

相
に
し
て
而
も
一
切
相
を
具
す
是
れ
な
り
。
所
以
い
か
ん
と
な
ら
ば
何
ん
。
謂
く
直第

一
疏
　に

、「
諸
法
に
約
し
て

其
の
心
を
識
ら
し
む
」
文
。
故
に
百
千
衆
事
と
云
う
。
現
覚
の
諸
法
は
、
本
初
不
生
な
る
が
故
に
、
畢
竟
無

相
等
と
云
う
な
り
。
二
義
の
中
に
前
解
は
是
れ
浅
し
、
顕
家
に
符
同
す
る
が
故
に
。
後
の
解
は
源
な
り
、
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永
く
余
家
に
異
な
る
が
故
に

已
上

秘
尺

。
更
に
按
ず
る
に
、
甚
深
空
寂
と
は
、『
阿
字
秘
尺
』
中

二
丁

已
下

に
、「
阿
字
に

於
て
四
重
秘
尺
を
出
し
、
其
の
中
第
四
重
の
釈
を
甚
深
空
寂
と
云
う
か
。
万
法
能
生
の
理
母
と
は
、『
経
』

第
二
、
入
万
タ
ラ
具
縁
真
言
品
に
云
う
、「
阿
字
門
は
一
切
諸
法
本
不
生
の
故
に
」
文
。
本
不
生
と
は
、
不

生
之
生
の
故
に
万
法
の
能
生
な
り
。
理
と
は
、
諸
法
実
相
理
体
な
り
。
母
と
は
能
生
之
喩
な
り
。

灌
頂
本
源
之
智
体
と
は
、
灌
頂
と
は
、『
秘
蔵
記
』
未

二丁

に
云
う
、「
灌
と
は
諸
仏
大
悲
、頂
と
は
上
の
義
な
り
。

菩
薩
初
地
よ
り
乃
し
等
覚
に
至
り
、
煩
悩
を
し
て
妙
覚
に
遷
る
時
、
諸
仏
大
悲
水
を
以
て
頂
に
灌
く
、
即

ち
因
行
円
満
し
て
仏
果
を
得
証
す
。
是
れ
頂
の
義
な
り
。
諸
仏
の
大
悲
は
是
れ
灌
の
義
な
り
」
文
。『
十
住

心
論
』
第
十

冠
十	

一
丁

に
云
う
、「
百
字
果
相
応
品
に
云
う
、
薄
伽
梵
、
大
智
灌
頂
に
入
り
ぬ
れ
ば
、
即
ち
陀
羅
尼

形
を
以
て
仏
事
を
示
現
す
」
文
。@

字
は
理
智
に
通
じ
、中
に
今
智
体
と
云
う
、此
の
文
を
以
て
知
る
べ
し
。

凡
そ
灌
頂
の
本
源
は
、@

\
X
`
b

、
呪
は
其
の
法
の
本
な
り
。
此
の
五
字
本
に
帰
す
る
阿
字
な
り
。
其

の
義
知
る
べ
し
。
灌
頂
の
釈
名
、
同
表
示
の
義
、『
印
明
決
』
地
ノ
巻

初
丁

已
下

に
諸
文
を
引
き
て
釈
す
。
往
い
て

知
れ
。
余
字
亦
復
た
如
是
と
は
、
按
ず
る
に
、『
十
住
心
論
』
第
十

冠
八　

左
已
下

に
具
縁
品
の
体
文
の
文
を
引
い
て
云

う
、「
是
の
如
き
諸
字
門
各
々
に
十
二
転
声
の
字
を
具
す
。
○
一
々
の
字
門
の
五
字
は
、
即
ち
各
々
の
門

の
五
仏
五
智
な
り
。
是
の
如
く
の
五
仏
、其
の
教
無
量
な
り
。
五
仏
は
即
ち
心
王
、余
尊
は
即
ち
心
数
な
り
。

心
王
心
数
其
の
教
無
量
な
り
」文
。
此
等
の
意
か
。
凡
そ
毘
盧
遮
那
等
と
は
、以
下
本
拠
を
指
す
。『
大
日
経
』

は
、
広
本
は
十
万
頌
、
略
本
は
三
千
余
頌
七
軸
な
り
。
然
れ
ど
も
猶
を
略
を
以
て
広
を
摂
し
、
小
を
以
て

482/4

『
大
正
』
一
八
・

一
〇
ａ

大
正
図
像
部
一
・

八
ｂ

『
大
正
』
一
八
・

四
〇
ｂ

483/1

『
定
弘
大
全
』

二
・
三
一
〇

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
四

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
四

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
四

『
定
弘
大
全
』

二
・
三
一
〇
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多
を
持
す
。
一
字
の
中
に
無
辺
の
義
を
含
む
、
一
点
の
中
に
塵
数
の
理
を
呑
せ
り
。
広
略
異
な
り
と
雖
も

理
致
は
一
な
り
。『
大
日
経
開
題
』

初丁

に
云
う
、「
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
と
は
、
是
れ
則
ち
諸
仏
之

大
秘
、
衆
生
の
極
な
り
。
報
応
諸
仏
は
秘
し
て
談
せ
ず
。
変
化
の
如
去
は
黙
し
て
答
せ
ず
。
補弥

勒
菩
薩処

大
士
、

其
の
一
人
を
識
ら
ず
。
飲大

加
葉
　光

薩
埵
は
彼
の
逗
留
を
聞
か
ず
、
法
界
宮
の
中
に
秘
主
、
寂
を
扣
く
の
日
、
自

在
殿
の
内
に
密
主
庫
を
開
く
の
朝
の
如
く
に
至
り
て
は
、
心
殿
を
発ひ

ら

い
て
而
も
珍
財
を
示
し
、
重
関
を
除

い
て
以
て
自
楽
を
受
て
三
等
之
理
、
彼
此
れ
異
な
る
こ
と
無
し
。
五
智
之
覚
人
、
我
同
じ
く
得
た
り
。
座

を
起
た
ず
し
て
金
剛
即
ち
是
れ
我
心
な
り
、
三
劫
を
経
ず
し
て
法
身
即
ち
是
れ
我
が
身
な
り
。
三
部
の
諸

尊
宛
然
と
し
て
而
も
具
し
、
三
妄
の
衆
降
忽
然
と
し
て
現
ん
ぜ
ず
。
無
量
の
福
智
求
め
ざ
る
に
自
ら
備
へ
、

無
辺
の
通
力
営

い
と
な
まざ

る
に
本
よ
り
得
た
り
」
文
。
又元

瑜
疏
託
第
一
云
云

云
う
、「
阿
等
の
字
は
法
界
之
体
性
な
り
。
四
種
法
身
、

十
界
の
依
正
と
は
、
皆
な
是
れ
所
造
之
相
な
り
。
六
字
は
則
ち
能
造
之
体
な
り
。
能
造
の
阿
等
、
法
界
に

遍
じ
て
而
も
相
応
し
、
所
造
の
依
正
帝
網
に
比
し
て
而
も
無
礙
な
り
。
此
を
往
か
ざ
る
、
彼
を
来
た
ら
ず

と
雖
も
、
然
れ
ど
も
猶
し
法
爾
瑜
伽
の
故
に
能
所
無
く
而
も
能
所
な
り
。
故
に
頌
に
曰
く
（
六
大
無
礙
等
の

文
を
引
く
）

云
云
。
今
文
深
妙
等
の
文
、『
開
題
』
の
文
に
依
る
、
其
の
義
炳
然
た
り
。
又
五
字
説
処
、
諸
流

記
有
り
と
雖
も
、
且
く
、
中
性
院
印
信
の
口
決
に
依
る
。『
大
日
経
』
第
三
、
悉
地
出
現
品
の
文
を
引
く
、

具
に
疏
釈
等
を
出
す
。
之
を
解
し
、往
い
て
知
れ
。
応
化
所
説
の
大
乗
小
乗
等
と
は
、『
疏
』
第
五

二
十
四

右

に
云
う
、

「
東
方
初
門
中
に
於
て
先
ず
釈
迦
牟
尼
を
置
く
。
身
真
金
色
に
し
て
并
に
光
輝
丗
二
相
を
具
す
。
被
る
所
の

483/2483/3

『
大
正
』
三
九
・

六
三
三
ｃ

『
定
弘
大
全
』

四
・
三

『
定
弘
大
全
』

四
・
八

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
四
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袈
裟
を
乾
陀
色
に
作
せ
。
白
蓮
花
に
坐
し
て
説
法
之
状
に
作
す
。
謂
く
左
の
手
を
以
て
袈
裟
の
角
を
執
し
、
今

の
阿
育
王
の
像
の
如
く
す
べ
し
。
右
の
手
指
を
竪
て
て
空
水
輪
を
以
て
相
い
持
す
。
是
れ
其
の
幖
幟
な
り
。
此

の
白
蓮
花
は
、
即
ち
是
れ
中
胎
の
浄
法
界
蔵
な
り
。
世
尊
、
此
の
教
を
広
く
流
布
せ
し
め
ん
が
た
め
の
故
に
、

此
の
生
身
の
幖
幟
を
以
て
而
も
之
を
演
説
し
た
ま
う
。
然
し
て
本
の
法
界
身
と
無
二
無
別
な
り
」文
。『
聖
位
経
』

に
云
う
、「
真
言
タ
ラ
尼
宗
と
は
、
一
切
如
来
秘
奥
之
教
、
自
覚
聖
智
修
証
の
法
門
な
り
。
亦
是
れ
一
切
如

来
の
海
会
の
壇
に
入
り
、菩
薩
の
職
位
を
受
け
、三
界
を
超
過
し
て
仏
の
教
勅
を
受
く
る
三
摩
地
門
な
り
」文
。

『
大
日
経
開
題
』

十
九

右　

に
云
う
、「
此
の
経
は
是
れ
一
切
如
来
之
秘
要
之
蔵
、
大
乗
教
に
於
て
威
徳
特
尊
な
る
こ
と

猶
し
千
目
の
釈
天
の
主
と
な
る
が
ご
と
し
」
文
。
又
『
印
明
決
』
空
下

七
丁

右　

に
、
五
字
を
以
て
大
日
及
び
諸
尊
の

真
言
と
な
る
。『
三
種
悉
地
軌
』初左

に
、「
阿
字
金
剛
部
主
肝
等
」
の
文
を
引
く
。
委
く
は
上
に
弁
ず
る
が
如
く

な
り
。
金
剛
頂
と
は
、『
金
剛
頂
開
題
』

初左

に
云
う
、「
金
剛
薩
灌
頂
之
時
、
三
密
の
秘
蔵
は
神
光
を
爀
し
て

而
も
大
虚
と
曙す

う

し
。
五
智
の
大
我
は
妙
相
に
湛
へ
て
以
て
霊
台
に
坐
し
。
○
輪
王
の
種
性
秘
密
加
持
に
非

ず
よ
り
は
、
何
が
能
く
不
思
議
之
法
を
聞
き
、
難
信
之
教
を
信
ぜ
ん
」
文
。
五
智
は
、
即
ち
五
字
な
り
。
又

『
十
八
会
』

四丁

を
明
す
中
に
、
第
二
会
に
は@
字
門
、
染
浄
、
有
為
無
為
無
礙
を
明
す
な
り
。
余
の
四
字
に

一
の
阿
字
を
帰
す
故
に
五
字
と
同
な
り
。
又
『
印
明
決
』
水
上

十
九

右

に
云
う
、「
三
種
悉
地
軌
」

三右

に
曰
う
、「
金

剛
頂
経
の
五
部
の
真
言
は
、
受
持
・
読
誦
し
、
理
性
を
観
照
す
れ
ば
、
人
を
し
て
福
を
獲
せ
し
め
、
骨
堅

く
体
は
健つ

よ

く
、
永
く
災
障
及
び
諸
の
病
苦
無
く
、
長
寿
を
摂
養
す
」
文
。
此
の
中
、
五
部
真
言
と
は
、
即
ち

483/4

『
定
弘
大
全
』

四
・
四
六

『
大
正
』
一
八
・

九
〇
九
ｃ

『
定
弘
大
全
』

四
・
六
七

『
大
正
』
一
八
・

九
一
〇
ｃ

『
大
正
』
一
八
・

一
六
七
ｃ

484/1
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阿
鑁c

唅
欠
の
五
字
な
り
。
同
『
軌
』

五左

に
云
う
、「
阿
鑁
覽
唅
欠
、
右
五
部
の
真
言
は
、
是
れ
一
切
衆
生

無
生
甘
露
珍
漿
」

云
云
。
即
ち
知
ん
ぬ
、『
金
剛
頂
経
』
に
亦
た
此
の
真
言
を
説
て
大
日
の
明
と
な
す
。
故
に

『
三
摩
地
軌
』
に
曰
う
、「
法
界
体
性
三
昧
に
入
り
て
五
字
タ
ラ
尼
を
修
習
す
と
」

云
云
。
塔
印
の
み
両
部
に

通
す
る
に
非
ず
。
五
字
を
亦
二
界
を
兼
た
り
。
故
に
不
二
印
明
と
曰
う
な
り

已上

。
此
等
の
義
に
依
て
、
今
、

採
集
簡
要
と
云
う
な
り
。
又
『
金
剛
頂
経
開
題
』

十
七

右

に
云
う
。「
法
身
仏
所
説
の
教
王
は
、
能
く
一
切
の
応

化
身
所
説
の
教
王
を
摂
す
。
法
身
所
説
と
は
、
此
の
経
是
れ
な
り
。
応
化
身
所
説
の
教
王
と
は
、
謂
ゆ
る

諸
の
顕
教
是
な
り
。
自
乗
に
於
て
は
王
の
名
を
得
て
云
う
と
雖
も
、
而
も
法
身
自
証
の
最
勝
頂
教
王
の
教

に
望
れ
ば
、
猶
し
栗
散
王
等
の
輪
王
之
所
摂
な
る
が
如
し
」
文
。
今
、
大
乗
小
乗
の
一
切
の
経
典
は
唯
だ
五

字
に
在
る
と
云
う
か
。
若
し
一
遍
を
誦
す
れ
ば
等
と
は
、
軌
文
の
取
意
な
り
。
但
し
軌
文
に
は
読
誦
と
観
照

と
の
勝
劣
を
明
す
。
今
は
唯
だ
読
誦
の
辺
の
み
を
挙
て
観
照
は
次
下
に
之
を
出
す
。
軌
と
対
比
し
て
知
る

べ
し
。
又
按
ず
る
に
乃
至
し
息
災
等
と
は
、
第
七
巻
『
疏
』
の
意
に
依
る
か
。
軌
に
配
す
れ
ば
、
軌
の
令
人

獲
福
等
の
文
に
、
四
種
法
を
含
む
か
、
考
う
べ
し
。
第
七

六右

に
云
う
。「
三
昧
耶
の
真
言
を
挙
げ
て
、
最
初

の
阿
字
は
本
不
生
の
義
に
似
る
が
故
に
、
即
ち
息白

　

災
の
用義

　

有
り
。
本
不
生
を
以
て
の
故
に
、
一
切
の
功
徳

具
足
し
て
缺
け
る
こ
と
無
け
れ
は
、
即
ち
増黄

　

益
の
用
有
り
。
本
不
生
を
以
て
の
故
に
、
無
量
の
過
失
殄
滅

し
て
余
無
け
れ
ば
、
即
ち
降赤

　

伏
の
用
有
り
。
更
に
一
法
の
本
不
生
を
出
る
者
の
無
け
れ
ば
、
即
ち
摂
召
の
用

有
り
。
是
の
如
く
本
不
生
の
中
に
は
所
有
の
功具

足
衆
徳無

く
し
て
即
ち
能
く
一
切
の
諸
事
を
成
弁
す
。
阿
字
の
如
く
は
、

『
大
正
』
一
八
・

九
一
〇
ｃ

『
大
正
』
一
八
・

三
三
一
ａ

『
定
弘
大
全
』

四
・
八
三

484/2

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
四

『
興
大
全
』
七	

・

一
一
四
四

『
大
正
』
三
九
・

六
四
九
ｃ
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484/3

『
大
正
』
三
九
・

六
五
一
ａ

余

È

の
等
　

一
々
の
字
も
亦
是
の
如
し
。
一
々
の
字
の
如
き
は
、
一
々
の
名
句
及
成
立
の
相
と
皆
な
亦
た
是
の
如
し
。

是
の
故
に
当
に
知
る
べ
し
。
即
ち
此
の
真
言
の
中
に
一
切
の
功
用
を
具
足
す
る
」
文
。『
疏
』
は
、@

字
の
上
の

五
種
法
な
れ
ど
も
、
余
字
を
例
す
る
故
に
義
を
得
て
五
字
の
義
と
な
る
。
又
『
疏
』
の
文
は
、『
遺
教
禄
』

二
三
十
九

丁

、
阿
字
月
輪
観
の
中
に
引
て
五
種
法
を
明
し
、
之
に
依
て
按
ず
る
に
上
の
乃
至
の
言
、
五
字
の
功
徳
無

量
無
辺
の
故
に
乃
至
と
云
う
。
且
く
第
七
疏

九丁
に
准
せ
ば
、
又
云
う
。「
行
者
自
ら
心
を
証
す
る
時
の
如
き
は
、

世
出
世
間
の
因
果
本
不
生
な
り
と
了
知
す
る
が
故
に
、
苦
集
滅
道
無
く
し
て
而
も
一真

実
実
相実

諦
の
み
有
り
。
此
の

一
実
諦
を
見
已
て
必
定
師
子
吼
し
て
広
く
衆
生
の
た
め
に
之
を
説
く
。
是
を
覚
り
真本

不
生実

諦
語
を
積
集
し
修
行

す
と
名
く
。
又
八有

空

例
の
本
不
生
を
知
る
が
故
に
、
如
来
の
念
処
を
成
ず
。
四
如
意
足
本
不
生
を
知
る
が
故
に
、

法
性
の
神
道
を
成
じ
、
是
処
非
処
智
等
の
本
不
生
を
知
る
が
故
に
、
仏
の
自
然
智
力
を
成
じ
、
六
蔽
の
本
不

生
を
知
る
が
故
に
、
六
度
の
彼
岸
に
到
る
。
七
菩
提
分
の
本
不
生
を
知
る
が
故
に
、
七
種
の
無
師
の
覚
宝
を

成
じ
、
四
梵
住
の
本
不
生
を
知
る
が
故
に
、
無
縁
の
慈
悲
喜
捨
を
成
じ
、
十
八
種
の
法
の
本
不
生
を
知
る
が

故
に
、
是
の
故
に
心
量
を
出
過
し
、一
切
衆
生
と
共
な
ら
ず
、
乃今

且
く
阿
字
を
約
す

至
種
々
の
法
門
当
に
自
在
に
之
を
説
く
べ
し
」

文
。
此
れ
亦
『
遺
教
禄
』
に
引
く
。
之
に
由
て
推
す
る
に
、
此
に
於
て
釈
し
給
う
べ
き
を
略
す
る
の
み
。

諸
仏
の
通
呪
と
は
、
上
に
弁
ず
る
が
如
し
。
又
五
字
真
言
・
四
種
法
の
能
成
の
変印

明
決
　空

下
十
五

丁

に
、
具
に
出
す
。

更
に
按
す
る
に
今
『
秘
尺
』
は
、
彼
説
と
同
じ
か
。
具
に
之
を
弁
ず
る
か
。
五
印
は
薩
埵
之
惣
印
と
は
、
此
の

句
解
し
難
し
。
其
の
本
元
は
、『
経
』
第
五

四丁

秘
密
万
タ
ラ
品
の
文
な
り
。
阿
闍
梨
万
タ
ラ
を
造
ら
ん
が
た
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め
に
五
字
厳
身
観
を
作
す
文
な
り
。『
疏
』
第
十
四

十
三
丁

已
下

に
釈
す
。『
即
身
義
』七左

に
之
を
引
く
。
五
輪
成
身
の

義
を
証
し
た
ま
う
な
り
。
今
章
の
意
は
、
此
の
五
印
を
結
ん
で
次
下
金
剛
地
以
下
観
照
な
り
。
大
空
位
身

秘
密
を
成
ん
が
た
め
な
り
。
又
章
は
『
広
大
軌
』
上

五
丁

已
下

の
意
に
依
り
下
に
至
っ
て
追
々
文
を
引
い
て
証
す

べ
し

矣
。
五
印
と
は
、『
印
明
決
』
水
下

十
七

左

に
云
う
、『
法胎

次
第
　皇

御
次
第
』、
又
口
に
、
是
の
如
く
観
じ
已
て
五

輪
契
を
以
て
之
を
加
持
す
。
先
ず
地
輪
（
五
胎
下
に
散
ぜ
ず
、帰
命@

を
加
う
）。
次
に
水
輪
（
八
葉
下
に
散
ず
、

帰
命
鑁
を
加
う
）。
次
に
火
輪
（
法
界
生
提
、
帰
命
覧
を
加
う
）。
次
に
風
輪
（
転
法
輪
上
に
帰
命
唅
を
加
う
）。
次

に
空
輪
（
大
恵
力
に
帰
命
欠
を
加
う
）。『
金
剛
界
御
次
第
』
に
曰
う
。「
阿
尾
羅
吽
欠
の
字
を
用
う
。「
腰
腹
心

額
頂
に
布
す
。
次
に
率
都
婆
印
を
結
び
、
其
の
真
言
を
誦
し
、
四
処
を
加
持
す
。
金
剛
手
身
と
な
る
。
大

日
是
れ
な
り
」文
。『
五
字
厳
身
抄
』三

十
三

右

に
之
を
出
す
。「
薩
埵
惣
印
と
は
、
隆
の
私
に
、
裏
出
の
意
を
以
て

按
す
る
に
、
無
所
不
至
の
印
を
結
ば
ん
と
欲
す
。
五
字
を
以
て
布
字
し
、
印
を
結
び
、
呪
を
誦
す
れ
ば
、

行
者
は
全
く
薩
埵
身
と
成
る
べ
し
。
然
し
て
後
に
無
所
不
至
印
を
結
び
、
即
ち
是
れ
大
日
な
り
。
故
に
為

金
剛
手
身
と
云
う
か
。
故
に
今
は
惣
印
と
云
う
な
ら
ん
か
」。
又
『
広
大
軌
』
上

五右

に
云
う
、「
次
に
三
昧
耶

を
結
び
、
復
た
法
界
生
に
入
り
、
薩
埵
を
以
て
甲
冑
を
被
る
べ
し
」
文
。
此
れ
は
五
印
結
前
の
惣
印
言
な
り
。

是
を
以
て
知
ん
ぬ
。
五
印
共
惣
印
な
る
が
故
な
ら
ん
か
、
尋
ぬ
べ
し
。
行
者
如
是
の
如
く
等
の
下
の
五
字
に

も
無
量
の
功
徳
有
る
べ
し
。
誦
持
す
る
者
、
其
の
功
能
を
得
る
な
り
。
此
れ
軌
文
の
意
な
り
。
五
仏
髻
珠

と
は
、
五
仏
五
智
之
宝
珠
と

為
言
。
五
智
源
底
と
は
、
法
性
の
五
字
よ
り
五
智
・
五
大
等
を
流
出
す
る
故
に
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源
底
と
云
う
。
十
方
如
来
等
と
は
、
此
は
十
方
三
世
仏
菩
薩
等
の
自
利
々
他
の
理
智
等
も
、
皆
な
此
の
五
字

自
り
生
ず
。
是
れ
即
ち
諸
法
能
造
之
故
な
り
。
第
六

十
四

左

に
云
う
、「
復
た
次
に
世
間
の
如
く
五
色
に
過
ぎ
す
。

然
る
に
更
に
相
渉
し
て
種
々
の
深
浅
不
同
有
り
。
巧
恵
の
者
、
之
を
分
布
し
て
万
像
を
出
生
し
窮
尽
有
る

こ
と
無
し
。
法
界
不
思
議
の
色
な
り
。
亦
復
た
是
の
如
く
統
て
而
も
五
字
門
に
過
ぎ
ず
と
言
え
ば
、
然
れ

ば
亦
更
に
相
に
発
揮
し
て
種
々
差
別
智
印
と
成
る
。
如
来
は
普
門
の
善
巧
を
以
て
悲
生
万
タ
ラ
を
図
作
す
。

乃
至
、
世
界
微
塵
数
随
類
之
形
を
出
生
す
。
猶
し
窮
尽
せ
ざ
る
が
ご
と
し
」
文
。
又
五
字
は
即
ち
是
れ
真
如

な
り
。『
蔵
記
』
に
云
う
。「@
\
X
`
b

は
、
当
に
真
如
と
も
法
性
と
も
観
る
べ
し
」
文
。
真
如
と
は
、

謂
く
五
字
の
理
な
り
。
大
空
智
処
は
、
即
ち
五
字
の
智
な
り
。
五
字
と
は
、
理
智
不
二
の
妙
体
な
り
。
不

二
と
は
、
不
生
不
滅
一
実
の
境
界
な
り
。
故
に
十
方
如
来
の
利
生
等
と
云
う
な
り
。
加
之
六
大
等
と
は
、

上
来
広
く
五
字
流
中
の
義
に
迷
う
。
以
下
は
宗
の
法
相
に
就
て
其
の
義
を
明
す
。
先
の
初
に
惣
体
・
別
相

の
義
門
に
約
す
。
六
大
四
万
と
は
、『
住
心
論
』
第
一
帰
敬
の
序
頌
に
、「
帰
命
阿
尾
羅
吽
欠
、
最
極
大
秘
法

界
体
」
文
。
是
れ
六
大
種
子
、
即
ち
六
大
法
身
諸
法
惣
体
な
り
。
四
万
と
は
、『
開
題
』
に
云
う
。「
能
造
の

阿
字
は
法
界
に
遍
じ
て
而
も
相
応
し
」文
。『
日
決
』下

十
四

丁

に
云
う
。「
能
造
の
阿
字
と
は
、六
大
無
礙
の
故
に
、

互
に
六
大
法
界
に
周
遍
し
て
而
も
相
応
す
る
な
り
」

已上
。
此
の
釈
に
依
ら
ば
能
造
は
能
造
の
中
に
於
て
相
応
し
、

而
も
相
入
す
る
の
義
な
り
。
且
く
此
の
解
に
就
て
今
の
文
意
を
明
さ
ば
、
既
に
六
大
の
伝
に
就
て
字
・
印
・
形

の
三
秘
身
有
り
。
故
に
六
大
同
類
の
中
に
於
て
無
礙
し
相
応
す
る
之
義
有
り
。
是
れ
則
ち
四
万
の
惣
体
と
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云
う
是
れ
な
り
。
四
身
三
密
之
別
相
と
は
、
上
は
惣
体
六
大
法
身
な
り
。
是
れ
則
ち
別
相
阿
閦
等
の
四
身
な

り
。
三
密
と
は
上
は
准
ん
じ
、
四
身
所
具
の
三
密
な
ら
ん
か
。
四
聖
六
凡
等
と
は
、
以
下
所
生
、
十
界
を
明

す
に
二
の
義
門
有
り
。
先
ず
初
の
六
凡
・
四
聖
の
義
門
な
り
。
六
凡
四
聖
と
は
、
皆
な
五
字
自
り
流
出
す

る
故
に
所
帰
と
云
わ
ば
、
皆
な
以
て
五
字
に
帰
す
。
此
れ
は
能
所
を
見
る
故
に
一
重
浅
略
な
り
。
五
趣
四
生

と
は
、
此
は
五
凡
・
五
聖
の
義
門
な
り
。
是
の
如
く
二
ケ
の
義
門
之
不
同
を
示
さ
ん
が
た
め
に
、
重
ね
て

釈
す
る
か
。
按
ず
る
に
四
生
の
言
は
此
に
有
る
と
雖
も
、
義
は
上
に
通
ず
る
か
。
実
相
と
は
、
五
趣
四
生

は
五
字
自
り
流
出
の
故
に
、
其
の
体
全
く
五
字
実
相
一
実
の
境
な
り
。
是
れ
一
重
の
深
意
を
示
す
な
り
。

四
魔
を
降
伏
し
等
と
は
、
功
能
を
歎
ず
。
謂
く
五
字
に
於
て
不
思
議
功
徳
有
り
。
誦
持
・
読
誦
す
れ
ば
四
魔

を
伏
し
、
解
脱
之
果
を
得
る
な
り
。『
大大

疏・
日第

十
一
尺経

』
第
三
に
云
う
。「
爾
の
時
、
毘
ル
サ
ナ
世
尊
、
復
た
降
伏

四
魔
金
剛
戯
三
昧
に
住
し
、
四
魔
を
降
伏
し
、
六
趣
を
解
脱
し
、
一
切
智
々
を
満
足
す
る
金
剛
句
を
説
け
り
」

文
、
是
れ
な
り
。『
印
明
決
』
火
下
の
巻

十
一
丁

已
下

に
、
経
疏
并
に
儀
軌
等
を
引
き
て
広
く
之
を
釈
す
。
住
い
て
見

よ
。@

字
は
金
剛
の
地
等
と
は
、
上
来
は
総
持
の
功
徳
を
明
し
、
五
方
を
歎
称
し
畢
ん
ぬ
。
以
下
は
観
照
に

就
て
明
す
。
軌五

丁
と
大
同
な
り
。
対
比
し
て
知
る
べ
し
。
以
下
は『
広
大
軌
』上

五
十

左

に
依
る
な
り
。『
軌
』
に
云
う
。

「
次
に
阿
字
輪
を
観
ず
べ
し
。
一
切
の
仏
加
持
し
た
ま
う
色
は
、
黄
色
の
聚
る
が
如
し
。
其
の
相
普
く
四
方
に

し
て
等
し
。
性
破
壊
す
べ
か
ら
ず
。
金
剛
地
輪
と
名
く
下
体
に
於
て
加
持
せ
よ

足臍
。
説
い
て
瑜
伽
座
と
名
く
。

即
ち
金
剛
宝
界
な
り
。
彼
の
真
言
に
曰
う
。
帰
命
阿ア

　
引

、
印
は
金
剛
恵
の
如
し
。
真
言
と
印
の
力
に
由
て
加
持
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す
れ
ば
、
瑜
伽
不
壊
金
剛
の
座
と
成
る
」
文
。『
疏
』
第
十
四

二
十
二

右

に
云
う
。「
又
此
の
瑜
伽
之
坐
は
、
其
れ
黄
金

剛
の
方
輪
、
即
ち
是
れ
金
剛
之
座
な
り
」
文
。『
法
皇
台
』
二
巻
、
次
第
は
『
広
大
軌
』
に
依
る
。
北子

　

輪
五E

を
散
ぜ
ず
。
帰
命
に@

を
加
う
（
或
は
外
五
と
云
う
）。Z

字
は
金
剛
の
水
、心
蓮
花
台
を
観
じ
と
は
、『
軌
』
に

云
う
。「
次
に
金
剛
智
を
観
る
べ
し
。
光
明
有
情
を
照
し
て
同
じ
く
此
の
地
を
得
せ
し
む
。
同
体
大
悲
の
中

よ
り
能
くZ

字
を
生
ず
想
を
臍
位
に
置
け
。
白
色
に
し
て
相
円
明
な
り
。
月
光
九
重
に
し
て
軽
霧
の
中
に

在
る
が
如
し
。
甘
露
水
を
流
注
し
て
衆
生
界
を
充
潤
す
。
名
け
て
定
水
輪
と
な
す
。
臍
位
を
加
持
す
る
が

故
に
、
名
を
大
悲
水
と
名
く
。
彼
の
真
言
に
曰
く
、「
帰
命
し
て
尾ヒ

　

、
印
蓮
花
と
同
じ
。
真
言
の
印
の
力
・

加
持
の
威
徳
に
由
る
が
故
に
大
悲
三
昧
を
得
る
」
文
。『
二
巻
次
第
』
に
云
う
。「
次
に
水
輪
八
葉
散
、
帰
命

に
加
うZ

」
文
。

]
字
は
金
剛
の
火
大
日
輪
観
を
成
ず
と
は
、『
軌
』
に
云
う
。「
次
に
大
悲
定
を
観
ず
べ
し
。

体
は
自
性
の
恵
と
同
じ
。
光
浄
に
し
て
本も

と

無
垢
な
り
。
能
く
覧
字
を
生
ず
。
色
は
赤
に
し
て
日
暉
の
如
し
。

三
角
に
し
て
威
焔
を
生
ず
。
名
け
て
恵
火
輪
と
な
す
。
能
く
垢
穢
の
障
を
除
き
加
持
し
て
心
位
に
在
り
。

故
に
恵
火
威
と
称
す
。
彼
の
真
言
に
曰
う
、
帰
命
wラ

ン

、
印
は
大
恵
力
に
同
じ
。
印
明
の
力
に
由
る
が
故
に
、

加
持
し
て
自
性
大
実
相
の
火
輪
と
成
る
」
文
。『
二
巻
』
に
云
う
。「
次
に
火
輪
（
法
界
生
投
、帰
を
加
うc

]

）。

隆
の
云
う
、
今
、
日
輪
観
を
成
ず
る
者
は
、
謂
ゆ
る
『
軌
』
に
、
色
は
赤
、
日
暉
の
如
し
等
の
文
を
指
し

て
云
う
か
。
或
は
別
に
日
輪
観
を
指
す
か
。
未
だ
相
伝
せ
ず
。
又
『
軌
』
に
、
印
同
大
恵
力
と
云
う
故
に

直
に
大
恵
力
に
は
非
ず
。
法
界
生
印
は
、『
疏
』
第
十
三

十
三

丁

に
之
を
釈
す
。
二
頭
立
形
三
角
の
故
に
火
輪
印

『
大
正
』
三
九
・

七
二
八
ａ
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と
も
云
う
な
り
。

S

字
金
剛
恵
等
と
は
、『
軌
』
に
云
う
、「
自
性
の
風
を
観
じ
、
恵
光
焔
と
鼓
動
し
、
能

く
唅カ

ン

字
を
生
ず
。
形
半
月
輪
の
如
し
。
青
黒
に
し
て
威
怒
を
生
じ
十
方
界
を
飃ヒ

ヤ
ウ動

す
。
有
情
の
因
果
の
業

悉
く
皆
な
自
性
無
し
。
性
本も

と

転
解
無
し
。
解
脱
の
風
輪
と
成
り
加
持
し
て
眉
間
に
在
て
能
く
衆
の
悪
魔
を

壊
す
。
故
に
解
脱
風
輪
と
名
く
」
文
。
彼
の
真
言
に
曰
う
、「
帰
命
唅カ

ン

印
、
転
法
輪
に
同
じ
。
印
真
言
の
力

に
由
て
解
脱
風
輪
と
成
る
」
文
。『
二
巻
』
に
云
う
。「
次
に
風
輪
（
転
法
輪
上
に
命
を
加
う
唅S

）」
文
。『
疏
』

十
三

十
三

丁

に
、
転
法
輪
印
釈
す
。a

字
は
金
剛
の
定
空
大
空
観
を
造
す
等
と
は
、『
軌
』
に
云
う
。「
解
脱
の
性
を

観
ず
べ
し
。
体
空
に
し
て
衆
色
を
含
す
。
真
空
、
文
字
を
生
ず
と
想
い
、
頂
上
に
置
く
。
色
玄
に
し
て
相

周
普
す
。
円
満
し
て
十
方
に
遍
ぜ
り
。
名
て
大
空
輪
と
な
す
。
一
切
障
礙
無
し
。
彼
の
真
言
に
曰
く
、
帰

命
は
欠ケ

ム

、
印
は
尊
勝
空
を
号
す
。
真
言
印
の
力
に
由
て
加
持
し
て
法
界
に
等
し
」
文
。『
二
巻
』
に
云
う
。

次
に
空
輪
（
大
恵
刀
上
、
命
欠b

の
如
し
）。
大
恵
刀
、
十
三

十
三

丁
左

之
を
釈
す
。
金
剛
定
空
と
は
、
解
し
難
し
。

此
の
宗
の
定
と
は
、『
禅
要
』
に
云
う
。「
次
に
応
に
三
摩
地
を
修
す
べ
し
。
言
う
所
の
三
摩
地
と
は
、
更

に
別
法
無
し
。
直
に
是
れ
一
切
衆
生
の
自
性
清
浄
心
な
り
。
名
を
大
円
鏡
智
と
な
す
。
上
諸
仏
よ
り
下
蠢

動
に
至
る
ま
で
、
悉
く
皆
な
同
等
に
し
て
増
減
有
る
こ
と
無
し
。
但
し
無
明
妄
相
の
た
め
に
客
塵
の
所
覆
、

是
の
故
に
生
死
に
流
転
し
作
仏
を
得
ず
」
文
。
寂
師
解
し
て
云
う
。
此
は
常
途
の
定
の
心
所
を
三
摩
地
を
名

く
と
簡
う
。
直
に
本
性
一
心
を
指
す
故
に
別
法
無
し
と
云
う
。
別
法
と
は
、
即
ち
常
途
の
謂
ゆ
る
定
の
心

所
を
指
す
。
是
れ
は
秘
密
不
共
之
義
な
り
。
一
切
衆
生
等
と
は
、正
し
く
定
体
を
指
す
。
自
性
清
浄
心
と
は
、

『
大
正
』
一
八
・

九
四
五
ｂ
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謂
ゆ
る
摩
訶
薩
の
意
処í

s

真
実
心
な
り
。
名
づ
け
て
大
円
鏡
智
と
な
す
と
は
、
此
に
亦
二
有
り
。
一
に

大
日
円
鏡
、二
に
阿
閦
円
鏡
。
今
即
ち
初
の
義
な
り
。
謂
ゆ
る
法
界
体
性
、此
を
称
し
て
大
円
鏡
と
云
う

云
云
。

隆
の
云
う
、
今
、
遊
歩
等
の
文
を
引
合
し
、
尤
も
其
の
謂
有
る
か
矣
。
又
『
金
剛
頂
義
決
』
に
云
う
、「
此

の
中
の
三
昧
耶
と
は
、
正
翻
は
等
持
と
な
す
。
三
摩
地
と
は
正
し
く
は
等
念
と
す
（
旧
に
等
持
と
云
う
）。
謂

く
一
切
処
に
遍
じ
て
等
し
く
自
智
を
持
し
、
即
ち
一
切
如
来
智
に
入
る
な
り
。
即
ち
一
切
普
賢
智
に
入
り
、

此
の
智
行
を
持
し
、
猶
し
金
剛
の
如
く
一
切
有
情
界
に
入
る
。
平
等
に
摂
受
し
て
而
も
之
を
護
念
す
」
文
。

此
の
文
を
以
て
金
剛
定
と
云
う
。
知
る
べ
し
。
又
『
大
日
経
』
第
三
出
現
品

四右

に
云
う
。「
爾
の
時
、
世
尊
、

復
た
三
世
無
礙
力
の
依
た
る
、
如
来
加
持
不
思
力
の
依
た
る
、
荘
厳
清
浄
蔵
三
昧
に
住
し
た
ま
う
。
即
時

に
世
尊
、
三
摩
鉢
底
中
従
り
無
尽
界
無
逑
語
表
を
出
し
た
ま
う
。
法
界
力
と
無
等
力
と
正
等
覚
の
信
解
と

に
依
り
。
一
音
声
を
以
て
四
処
に
流
出
し
た
ま
う
。
普
く
一
切
法
界
に
遍
じ
て
、
虚
空
と
等
し
く
し
て
至

ら
ざ
る
所
無
し
。
真
言
に
曰
く
」云
云
、
此
は
無
所
不
至
の
真
言
を
説
か
ん
と
欲
し
て
三
昧
に
入
る
を
明
す
。

第
十
一
『
疏
』
に
具
に
釈
す
。
今
、
金
剛
定
と
云
う
は
、
此
の
定
な
ら
ん
か
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
行
者
五

字
厳
身
の
観
を
作
し
畢
っ
て
、
第
三
重
無
所
不
至
の
印
を
結
び
、@

Z
]
S
b

の
言
を
唱
え
る
義
な
る
が

故
に
知
る
べ
し
。
大
空
観
と
は
、
不
可
得
空
観
な
る
故
に
大
と
云
う
な
り
。
大
空
位
に
遊
歩
し
て
等
と
は
、

合
し
て
此
の
文
を
引
く
意
は
解
し
難
し
。
何
ん
と
な
れ
ば
、
此
の
文
は
即
ち
『
即
身
義
』

二丁

に
、
上
来
は
金
剛

頂
部
を
引
て
台
蔵
部
に
約
す
文
。
引
中
、初
は
「
悉
地
出
現
品
」『

疏
』
十
二

之
を
尺
す

文
な
り
。
次
に
第
七
巻
供
養
法
文
を

『
大
正
』
三
九
・

八
一
五
ａ

『
大
正
』
一
八
・

一
八
ｂ
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引
く
。
大
師
は
、
二
経
を
合
し
て
御
注
有
り
。
而
も
出
現
品
の
文
、『
疏
』
尺
に
依
てP

字
風
万
タ
ラ
に

於
て
得
る
所
の
悉
地
の
相
な
り
。『
疏
』
尺
に
、
世
出
世
悉
地
有
る
中
に
成
仏
義
の
所
引
は
、
世
間
の
悉
地

の
中
の
神
境
通
得
益
な
り
。
然
も
宗
家
は
、
此
の
神
境
通
を
以
て
出
世
悉
地
の
証
と
し
た
ま
う
な
り
。
故

に
両
祖
の
相
違
、
彼
等
未
釈
会
合
匠
な
る
こ
と
を
知
る
べ
し
。
宗
家
は
経
の
深
義
を
約
し
た
ま
う
。
深
義

の
意
、
元
瑜
『
記
』
上

五
十
六

丁
已
下

に
、
之
を
弁
ず
。
往
い
て
知
れ
。
此
経
所
説
等
以
下
注
尺
な
り
。
此
の
中
に
、

初
後
の
文
を
尺
し
、
後
（

大
空

下　

）
に
初
文
を
解
す
な
り
、
初
注
の
釈
は
知
ん
ぬ
べ
し
。
大
空
位
等
と
は
、
出
現

品
之
文
を
釈
す
。
法
身
同
大
虚
と
は
、
謂
く
法
身
如
来
の
大
空
と
名
く
こ
と
は
太
虚
空
の
、
無
礙
・
包
含
・

常
恒
の
三
徳
を
具
す
る
が
如
く
、
法
身
の
仏
を
亦
復
是
の
如
く
彼
の
三
徳
を
具
す
る
故
に
、
少
分
相
似
の

義
を
以
て
比
類
す
る
が
故
に
、
法
身
同
太
虚
と
云
う
な
り
。
同
と
は
分
同
の
義
な
り
。
無
礙
と
は
、
謂
く

周
遍
法
界
の
義
な
り
。
一
切
の
諸
法
、
各
此
の
理
を
具
す
。
無
礙
渉
入
す
る
故
に
、
千
灯
の
同
時
に
照
し

て
而
も
障
礙
せ
ざ
る
ご
と
し
、
是
れ
則
ち
法
身
大
空
の
無
礙
の
徳
な
り
。
含
衆
像
と
は
、
謂
く
虚
空
色
含

の
徳
な
り
。
含
は
即
ち
含
容
の
義
、
衆
像
は
謂
く
森
羅
万
像
等
な
り
。
虚
空
は
万
法
を
含
受
し
、
法
身
は

法
界
を
含
容
す
。
其
の
義
一
な
り
。
常
恒
と
は
、
常
住
の
徳
な
り
。
常
と
は
、
不
生
の
故
に
、
不
増
の
故
に
。

恒
と
は
、
不
滅
の
故
に
、
不
減
の
故
に
、
是
れ
本
有
常
住
の
義
な
り
。
諸
法
之
等
は
、
是
れ
位
字
を
尺
す
。

位
は
即
ち
依
止
・
依
住
の
義
な
り
。
有
為
無
為
の
諸
の
功
徳
は
法
身
に
依
止
す
れ
ば
、
常
に
清
浄
な
り
。

身
秘
密
者
等
と
は
、
疏
家
に
異
り
し
て
法
仏
三
密
を
尺
し
た
ま
う
故
に
、
諸
抄
に
多
義
有
り
。
中
の
一
義
に
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有
相
三
密
は
、各
別
と
雖
も
無
相
の
三
密
は
、三
密
各
に
三
密
を
具
し
て
挙
一
全
収
の
故
に
。
今
の
身
密
は
、

無
相
の
三
密
に
約
す
る
故
に
、
身
秘
密
を
三
密
と
尺
す
る
な
り

云
云
。
此
の
義
好
し
。
等
覚
十
地
等
と
は
、

身
字
の
釈
に
当
る
。
等
覚
十
地
と
は
天
台
・
花
厳
に
約
す
る
か
。
隆
の
云
う
。
宗
家
の
尺
の
意
に
依
て
、

今
は
引
合
す
る
な
り
。
謂
く
神
変
自
在
大
空
三
昧
に
遊
歩
し
、
無
相
三
密
の
果
を
成
す
を
言
と
す
。

是
れ
則
ち
無
生
甘
露
等
と
は
、
観
門
徳
を
鑚
ず
。
無
生
甘
露
と
は
、『会

疏
三
十
一
二
十
三

涅
槃
経
』
第
卅
一

加
葉

に
は

云
う
。「
云
何
な

る
か
一
名
に
無
量
の
名
を
説
く
。
猶
し
涅
槃
の
如
し
。
亦
涅
槃
と
名
く
。
亦
無
生
と
名
く
。
亦
は
無
出
と

名
く
。
○
亦
は
広
大
と
名
く
。
亦
は
甘
露
と
名
く
等
」
文
。
醍
醐
仏
性
と
は
、
第
四

廿
九

右

に
万
タ
ラ
の
義
を
釈

し
て
云
う
。「
浄
妙
之
味
共
相
い
和
合
し
て
余
物
の
雑
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
所
な
り
。
故
に
聚
集
の
義
有
り
、

是
の
故
に
仏
、
極
無
比
味
無
過
上
味
な
り
。
是
の
説
の
万
タ
ラ
と
な
す
を
言の

べ

た
ま
う
。
三
種
秘
密
方
便
を

以
て
衆
生
の
仏
性
之
乳
を
攅
揺
し
て
、
乃
至
五
味
を
経
歴
し
、
妙
覚
の
醍
醐
を
成
じ
、
醇
浄
融
妙
に
し
て

復
た
増
す
べ
か
ら
ず
。
一
切
の
金
剛
智
印
、
同
じ
く
共
に
集
会
し
て
、
真
常
不
変
の
甘
露
味
に
於
て
最
も

第
一
な
り
。
是
を
万
タ
ラ
と
な
す
な
り
」
文
。
此
の
釈
の
意
な
り
。
此
の
文
に
依
て
極
字
好
と
な
す
。

一
字
五
蔵
に
入
る
等
と
は
、
以
下
『
軌
釈
』
に
准
ず
れ
ば
、
誦
持
と
観
照
と
の
勝
劣
を
明
す
。
謂
く
如
法
に

誦
持
し
て
数
息
に
随
い
、一
字
五
蔵
に
入
り
万
病
不
生
な
り
。
況
ん
や
日
月
輪
を
観
じ
、凡
身
即
仏
す
と

為
言
。

『
印
明
決
』
識
巻

五
丁

右

に
、『
軌
』

六右

の
文
。
并
に『
軌
』五左

、「
一
字
五
蔵
に
入
り
て
万
病
不
生
な
り
。
況
ん
や
日
観
・

月
観
を
修
し
、
即
時
に
仏
身
空
寂
を
証
得
す
」
文
。
引
畢
っ
て
、
私
に
云
う
、
観
に
且
く
二
種
有
り
、
一
に
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字
輪
観
、
二
に
厳
身
観
な
り
。
今
、
日
観
・
月
観
と
言
う
は
、
五
字
厳
身
に
約
す
か
。『
軌
』

五左

に
、
阿
金
剛

地
部
等
の
文
を
引
き
畢
っ
て
、五
字
の
字
輪
并
に
厳
身
観
の
次
第
を
明
す
に
、『
延
命
院
胎
蔵
次
第
』
を
引
き
、

初
に
五
字
の
字
輪
観
、
次
に
五
字
厳
身
の
布
字
観
な
り
。
次
に
即
ち
想
え
、
法
性
内
五
大
と
、
世
界
外
の

五
大
と
無
二
無
別
な
り
。
法
界
の
五
大
は
、
自
身
の
五
大
と
無
二
無
別
の
故
に
、
法
界
即
自
身
、
自
身
即
法
界

な
り
。
戒

暗
定

暗
慧

覧
解
脱

含
解
脱
知
見

欠
。（
隆
の
云
う
、『
軌
』
并
に
秘
尺
に
此
の
配
属
無
し
と
雖
も
用
う
べ
し
か
。『
広

大
軌
』
に
此
の
意
有
る
故
に
）。
此
れ
即
ち
五
分
法
身
な
り
。
自
身
即
五
分
法
身
の
故
に
法
界
亦
五
分
法
身
な
り
。

所
以
に
無
二
平
等
な
り
。
無
二
平
等
の
故
に
一
切
衆
生
身
に
五
分
法
身
を
備
え
ざ
る
と
い
う
こ
と
無
し
。
所
以

に
一
切
衆
生
の
身
、
亦
無
二
平
等
な
り
。
故
に
一
成
一
切
成
と
曰
う
。
所
以
に
仏
界
衆
生
界
無
二
平
等
な
り
。

即
ち
想
え
、
毘
ル
サ
ナ
法
界
率
都
婆
身
な
り
。
一
切
衆
生
乃
至
非
情
、
草
木
も
亦
法
界
性
率
都
婆
身
に
同
な

り
云

云
。
隆
の
性
心
帰
意
の
按
に
、『
軌
』
并
に
『
秘
釈
』
の
厳
身
観
、
今
時
用
う
べ
き
様
を
教
示
す
る
な
ら
ん
か
、

九
思
せ
よ
。
因
に
云
う
、『
広
大
軌
』

七右

に
、「
六
大
印
を
印
尊
勝
空
と
云
う
」
文
。『
秘
抄
』

尊
勝

下

『
舜
抄
』
に
軌

の
文
を
引
き
、
尊
勝
宮
と
作
し
、
故
に
悉
順
通
三
校
合
し
て
空
字
を
正
と
な
す
。『
印
明
決
』
識
巻

二
十
四

丁

に
軌
の

文
を
略
し
て
引
い
て
云
う
。「
尊
勝
空
は
即
ち
無
所
不
至
の
印
な
り
。
正
く
団
形
空
を
表
す
な
り
」文
。『
法
皇
台
』

二
巻
に
、
開
山
に
口
決
有
り
。
彼
に
云
う
、「
団
形
衆
色
勝
義
空
」
文
。
空
の
字
正
と
な
す
を
決
す
べ
し
。

488/2488/3

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
三
悉
地
、
五
蔵
、
五
色
、
五
輪
、
五
字


